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景観計画12月施行
地上デジタル放送開局

（平成１9年）2007

萩往還鉄人マラソン
（明木〜佐々並）



市報HAGI●2007（平成19）年11月15日号 �

景観法に基づく

萩市景観計画 12月施行

　市では、景観計画区域や景観形成基準を内容と
する「景観計画」を策定するため、昨年、市内各
所で住民説明会を開催し、市民の皆さんから多く
の意見をいただきました。それらを参考に、この
たび「萩市景観計画」を策定し、12 月１日から施
行します。この計画に基づく事前届出の対象とな
る行為をされる場合は、届出をしてください。
　計画の内容については、７月から 10 月の市報
15 日号で景観計画区域の範囲や届出対象行為、
景観形成基準等についてお知らせしました。今回
は、届出の流れとよくある質問と回答をお知らせ
します。
■問い合わせ　まちなみ対策課（２５・３２８８）

【
重
点
景
観
計
画
区
域
】

◦
全
て
の
建
築
物
の
新
築
・
増
改
築
・

移
転
、
外
観
の
変
更
※

◦
全
て
の
工
作
物
の
新
築
・
増
改
築
・

移
転
、
外
観
の
変
更
※

※
10
㎡
を
超
え
る
外
観
の
修
繕
・
模
様

替
え
・
色
彩
変
更

◦
宅
地
造
成
な
ど
の
土
地
の
形
質
変
更

◦
木
竹
の
伐
採

◦
公
衆
観
覧
用
夜
間
照
明

※
景
観
形
成
地
区
の
う
ち
、
樽
屋
町
・

城
東
地
区
、
維
新
の
里
地
区
、
明
木

地
区
、
江
崎
地
区
、
須
佐
地
区
で
は
、

工
作
物
の
う
ち
門
・
門
扉
・
擁
壁
、

２
０
０
㎡
未
満
の
土
地
の
形
質
変
更
、

地
上
か
ら
１
ｍ
で
の
幹
周
り
が
１
ｍ
未

満
の
木
竹
の
伐
採
、
公
衆
観
覧
用
夜
間

照
明
は
対
象
外
で
す
。

【
一
般
景
観
計
画
区
域
】

◦
高
さ
が
13
ｍ
を
超
え
る
建
築
物
、
ま

た
は
延
床
面
積
が
５
０
０
㎡
を
超
え
る

建
築
物
の
新
築
・
増
改
築
・
移
転
、
過

半
に
渡
る
修
繕
・
模
様
替
え
・
色
彩
変

更◦
そ
の
他
の
建
築
物
で
、
外
観
に
派
手

な
色
彩
や
装
飾
等
を
施
す
も
の
、
特
異

な
屋
根
、
形
態
の
も
の

◦
工
作
物
の
設
置
等
で
、
擁
壁
で
高
さ

が
２
ｍ
を
超
え
、
正
面
か
ら
見
た
面
積

が
20
㎡
を
超
え
る
も
の
。
そ
の
他
の
工

作
物
は
高
さ
が
13
ｍ
を
超
え
る
も
の

◦
３
０
０
０
㎡
以
上
の
開
発
行
為

届出の流れ

□届出に必要なもの　所定の届出書と添付書類を各２部
　届出書　　行為の種類、行為場所、設計・施行方法等を記入
　添付書類　付近見取図、配置図、平面図、現況写真、着色し
　　　　　　た４面立面図、土地の形質変更等については
　　　　　　土地利用計画図・断面図等
□提出期日　行為に着手する 30 日前まで
□提出先　萩市まちなみ対策課または各総合事務所施設課

景観形成基準に適合しているかを速やかに審査
（事前相談、内容審査はまちなみ対策課）

行為に着手

市

適合している旨を記
載した「適合状況審
査書」を交付

市

適　
合

届 出 者

届 出 者

適合していない旨を記載し
た「適合状況審査書」と設計
変更等に係る勧告書を交付

設計変更等を行い、審査
書等の交付から10日以
内に再度届出書を提出

適　

合

不
適
合

不
適
合

基準に適合していない場
合、または勧告に従わない
方に対して、設計変更等に
係る命令書を交付

市

市

届出の対象行為

届 出 者
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知って
おきたい！
知って
おきたい！

シリーズ「景観計画」⑤ 届出の流れ
景観計画 Q ＆Ａ

Ｑ
「
重
点
景
観
計
画
区
域
」
と
「
一

般
景
観
計
画
区
域
」
の
違
い
は
？

Ａ　

重
点
景
観
計
画
区
域
は
、
歴
史
的
景

観
が
残
っ
て
お
り
、
そ
の
保
全
が
必
要
な

地
区
や
、
今
後
の
景
観
形
成
上
、
特
に
配

慮
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
地
区
に
つ
い
て

指
定
し
て
い
ま
す
。

　

一
般
景
観
計
画
区
域
は
、
重
点
景
観
計

画
区
域
以
外
の
全
て
の
区
域
で
す
。
極
端

に
周
辺
景
観
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な

行
為
を
抑
え
、
萩
市
に
相
応
し
い
景
観
を

形
成
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

Ｑ
現
在
の
建
物
が
基
準
に
適
合
し
て

い
な
い
場
合
、
直
ち
に
建
て
直
さ

な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
か
？

Ａ　

そ
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。た
だ
し
、

将
来
建
替
え
等
を
行
う
場
合
は
、
基
準
に

合
わ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
建
物
を
修
繕
す
る
場
合
も
届
出
が

必
要
で
す
か
？

Ａ　

修
繕
に
よ
り
、
外
観
を
変
更
す
る
部

分
が
、一
般
景
観
計
画
区
域
で
半
分
以
下
、

重
点
景
観
計
画
区
域
で
10
㎡
以
下
で
あ
れ

ば
、届
出
の
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、

外
観
の
変
更
を
伴
わ
な
い
修
繕
も
届
出
の

対
象
外
で
す
。 景

観
計
画
Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
建
物
を
増
築
す
る
場
合
、
そ
の
部

分
は
基
準
に
適
合
し
た
形
で
施
工

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
か
？

Ａ　

既
存
部
分
に
合
わ
せ
た
形
で
あ
れ
ば

問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
全
面
的
な

建
替
え
を
行
う
場
合
に
は
、
基
準
に
合
わ

せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ
重
点
景
観
計
画
区
域
内
で
、
車
庫

や
倉
庫
と
い
っ
た
簡
易
な
建
物
を

建
て
る
場
合
は
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
い

い
で
す
か
？

Ａ　

簡
易
な
建
物
に
つ
い
て
は
、
落
ち
着

い
た
色
彩
と
一
般
的
な
形
態
と
す
る
こ
と

を
基
準
と
し
て
い
ま
す
の
で
、
そ
れ
に
合

わ
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
納
屋
等
の
建
物
で
延
床
面
積
が

25
坪
（
約
83
㎡
）
以
上
の
も
の
に
つ
い
て

は
、
主
屋
と
同
様
の
基
準
が
当
て
は
め
ら

れ
ま
す
。

Ｑ
派
手
な
色
彩
は
使
用
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
で
す
が
、
派
手
な
色
彩

の
判
断
基
準
は
？

Ａ　

景
観
計
画
で
の
色
彩
の
判
断
は
、
日

本
工
業
規
格
に
採
用
さ
れ
て
い
る
マ
ン
セ

ル
表
色
系
と
い
う
色
彩
表
示
で
行
い
ま

す
。各
区
域
で
使
用
で
き
る
色
の
範
囲
を
、

こ
の
マ
ン
セ
ル
表
色
系
の
彩
度
で
具
体
的

に
示
し
て
お
り
、
こ
の
範
囲
内
の
色
を
使

用
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

計
画
で
は
、
赤
・
黄
系
統
の
色
は
彩
度

５
以
上
、
そ
れ
以
外
の
緑
・
青
・
紫
系
統

等
の
色
は
彩
度
３
以
上
を
派
手
な
色
と
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
等
の
イ
ル
ミ

ネ
ー
シ
ョ
ン
は
、
公
衆
観
覧
用
夜

間
照
明
と
し
て
規
制
の
対
象
に
な
る
の
で

す
か
？

Ａ　

一
時
的
に
設
置
す
る
イ
ル
ミ
ネ
ー

シ
ョ
ン
等
は
規
制
の
対
象
外
で
す
。

Ｑ
勧
告
や
命
令
に
従
わ
な
か
っ
た
場

合
、
罰
則
は
あ
り
ま
す
か
？

Ａ　

勧
告
に
従
わ
な
く
て
も
、
罰
則
は
あ

り
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
高
さ
制
限
以
外
の

項
目
に
つ
い
て
勧
告
に
従
わ
な
か
っ
た
場

合
は
、
直
ち
に
設
計
変
更
等
の
命
令
を
行

い
ま
す
。
命
令
違
反
に
対
し
て
は
、
景
観

法
の
規
定
に
基
づ
く
罰
金
等
の
罰
則
が
あ

り
ま
す
。

　

市
で
は
、
届
出
に
際
し
て
、
基
準
に
適

合
す
る
よ
う
、
届
出
者
と
十
分
な
協
議
を

行
っ
て
い
き
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

◎
景
観
計
画
は
、
市
役
所
本
庁
の
市
政
情
報

コ
ー
ナ
ー
、各
総
合
事
務
所
施
設
課
、支
所・

出
張
所
・
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

萩
開
府
４
０
０
年
を
記
念
し

創
設
さ
れ
た
萩
博
物
館
は
11
月
11

日
、
開
設
３
年
を
迎
え
た
。
堀
内

の
武
家
屋
敷
群
の
中
と
い
う
恵
ま

れ
た
環
境
、
美
し
い
和
風
建
築
、

そ
し
て
勤
務
す
る
館
長
、学
芸
員
、

ス
タ
ッ
フ
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
ま
ち
博
の
皆

さ
ん
の
熱
心
な
取
り
組
み
。
萩
博

は
、
ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
の
拠
点

と
な
る
施
設
と
し
て
萩
市
の
新
し

い
名
所
と
な
り
ま
し
た
。

　

人
口
６
万
人
足
ら
ず
の
ま
ち
の

萩
博
の
入
館
者
が
30
万
人
を
超
え

る
と
い
う
の
は
画
期
的
な
こ
と
。

多
く
の
関
係
者
の
創
意
工
夫
と
努

力
の
結
果
と
感
謝
す
る
次
第
で

す
。こ
の
夏
は
、「
君
と
竜
宮
城
へ
」

の
企
画
展
の
中
で
、〝
Mr.
竜
宮
城

の
お
じ
さ
ん
〟
に
会
い
た
い
と
多

く
の
小
学
生
が
訪
れ
て
く
れ
た
こ

と
は
嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

過
去
、
科
学
館
、
郷
土
博
物

館
と
変
遷
す
る
中
で
、
自
然
を
愛

し
、
科
学
す
る
心
を
養
い
、
歴
史

を
学
び
、
ふ
る
さ
と
萩
を
大
事
に

思
う
子
ど
も
た
ち
が
育
っ
て
き
ま

し
た
。
お
こ
が
ま
し
い
こ
と
で
す

が
、
私
自
身
も
そ
の
一
人
と
自
負

し
て
い
ま
す
。

■
市
長
コ
ラ
ム

No.32
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地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
局

　

今
回
の
萩
局
と
福
栄
局
の
開
局
に
よ

り
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
受
信
で
き
る

エ
リ
ア
は
上
図
、
中
継
局
か
ら
視
聴
で
き

る
放
送
局
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
視
聴
で
き
る
放
送
局

【
萩
局
】
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
教
育
、

Ｋ
Ｒ
Ｙ
、
Ｔ
Ｙ
Ｓ
、
Ｙ
Ａ
Ｂ

【
福
栄
局
】
Ｋ
Ｒ
Ｙ

◎
須
佐
田
万
川
中
継
局
、
弥
富
中
継
局
、

む
つ
み
中
継
局
、
萩
大
井
中
継
局
、
見
島

宇
津
中
継
局
は
、
２
０
０
９
年
（
平
成
21

年
）
に
開
局
さ
れ
る
予
定
で
す
。
そ
の
他

の
中
継
局
は
、
各
地
域
の
電
波
の
受
信
状

況
に
よ
り
整
備
が
検
討
さ
れ
ま
す
。

11
月
か
ら

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
開
局

11
月
１
日
、萩
デ
ジ
タ
ル
中
継
局
と
福
栄
デ
ジ
タ
ル
中
継
局
が
開
局
し
、萩
地
域
と
福
栄
地
域
で
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。

今
後
、
そ
の
他
の
地
域
に
つ
い
て
も
、
順
次
テ
レ
ビ
中
継
局
が
開
局
さ
れ
る
予
定
で
す
。

萩
局（
田
床
山
）

福
栄
局（
長
沢
台
）

□地上デジタル放送のサービス

ハイビジョンの高画質
と高品質が楽しめます

　16：９のワイド画面、ハイビジョンの高画質、
ＣＤ並みの高音質が楽しめます。また、電波障害
に強いので、障害のないきれいな映像でテレビを
ご覧いただけます。

いつでも、ニュースや
天気予報が見られます

　データ放送により、リモコンのボタンを押すだ
けで、いつでも最新のニュースや天気予報、暮ら
しに役立つ情報を見ることができます。

見たい番組を簡単に選
べます

　ＥＰＧ（電子番組ガイド）を利用して、テレビ
画面上で新聞のテレビ欄のような番組表を見るこ
とができ、その日から１週間先までの番組情報が
検索できます。

障害者へのサービスが
充実します

字幕放送や解説放送が充実します。受信機によっ
ては、声をゆっくりしたスピードで聞くことがで
きます。

携帯電話で地デジが見
られます

　携帯・移動体向けサービス（通称：ワンセグ）
により、ワンセグ対応の携帯電話やカーナビなど
で、乱れの少ない映像が受信できます。

　

国
で
は
、
現
在
、
地
上
デ
ジ
タ
ル
放

送
へ
の
移
行
を
進
め
て
お
り
、
２
０
１
１

年（
平
成
23
年
）７
月
24
日
ま
で
に
ア
ナ
ロ

グ
放
送
は
終
了
し
ま
す
。
そ
れ
以
降
、
ア

ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
つ
い
て
は
、
デ
ジ
タ
ル

チ
ュ
ー
ナ
ー
等
を
取
り
付
け
な
け
れ
ば
テ

レ
ビ
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

これまでの地上アナログ放送にはないさまざ
まなサービスを受けることができます。

地上デジタル放送にすると
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ＵＨＦアンテナと、地上デ
ジタルチューナーを接続す
ることで受信できます。

ＵＨＦアンテナに接続する
ことで受信できます。ＵＨ
Ｆアンテナがついていない
場合は、新たに設置する必
要があります。

□
都
市
型
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
エ
リ
ア
拡
大

事
業

【
事
業
概
要
】
地
域
間
の

情
報
格
差
を
是
正
す
る
た

め
、
田
万
川
地
域
の
約

８
０
０
世
帯
を
対
象
エ
リ

ア
と
し
て
、
ケ
ー
ブ
ル

テ
レ
ビ
網
の
整
備
を
行
う

事
業
者
に
対
し
て
補
助
を

今までのテレビ（アナログ
テレビ）を利用する場合

現在お持ちのテレビでも見ることができま
すが、テレビの種類や受信方法によって機
器やアンテナの設置等が必要になります。

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
萩
地
域
（
離
島
等
を
除

く
）、
須
佐
・
田
万
川
地
域
の
全
域
が
都

市
型
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の
視
聴
可
能
エ
リ

ア
と
な
り
ま
す
。

【
事
業
年
度
】
平
成
18
〜
19
年
度

□
農
村
情
報
基
盤
整
備
事
業

（
旭
・
川
上
・
む
つ
み
・
福
栄
地
域
）

　

旭
・
川
上
・
む
つ
み
・
福
栄
地
域
を

対
象
エ
リ
ア
と
す
る
萩
市
総
合
情
報
施
設

（
農
村
型
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
で
デ
ジ
タ

ル
放
送
に
対
応
す
る
た
め
、
今
年
度
か
ら

高
速
情
報
通
信
網
を
整
備
す
る
工
事
に
着

手
し
ま
し
た
。

新たにデジタル放送対応の
テレビを購入する場合

□個別アンテナで受信する場合

■問い合わせ　総務省地上デジタルテレビジョン
放送受信相談センター（０５７０・０７・０１０１）

□都市型ケーブルテレビでデジタル放送を見る場合
（萩・須佐・田万川地域）

ＳＴＢ※を取り付ければ、デ
ジタル放送を見ることがで
きます。

県内放送局のデジタル放送
を見ることができますが、
ＳＴＢ※を取り付ければ、
ＢＳやＣＳなどのチャンネ
ルも見ることができます。

今までのテレビ（アナログ
テレビ）を利用する場合

新たにデジタル放送対応の
テレビを購入する場合

■問い合わせ　萩ケーブルネットワーク株式会社（２５・７４００）

※ＳＴＢ（セットトップボックス）は、ケーブルテレビ専用デジ
タルチューナーで、デジタル対応テレビでＢＳやＣＳなどを見る
場合や、今までのテレビ（アナログテレビ）でデジタル放送を見
る場合に必要な機器です。テレビ１台につき１台必要です。

※ＵＨＦアンテナ、地上デジタルチューナーは、家電販売店等で
購入できます。

【
経
緯
】
農
村
型
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
、

テ
レ
ビ
難
視
聴
対
策
と
農
業
情
報
、
行
政

情
報
の
提
供
を
目
的
に
旭
・
む
つ
み
地
域

で
平
成
８
年
、川
上
・
福
栄
地
域
で
平
成
13

年
に
開
局
し
ま
し
た
が
、
旭
・
む
つ
み
地

域
の
伝
送
路（
ケ
ー
ブ
ル
）は
旧
式
で
、
デ

ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き
な
い
施
設
で

す
。
ま
た
、こ
れ
ら
の
地
域
で
は
、ブ
ロ
ー

ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス（
高
速
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
）も
提
供
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

【
事
業
概
要
】
農
村
型
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

施
設
の
デ
ジ
タ
ル
整
備
と
光
ケ
ー
ブ
ル
敷

設
、
伝
送
路
の
広
帯
域
化
を
行
い
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
平
成
22
年
度
か
ら
デ
ジ

タ
ル
放
送
や
ブ
ロ
ー
ド
バ
ン
ド
サ
ー
ビ
ス

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

【
事
業
年
度
】
平
成
18
〜
21
年
度

【
予
算
額
】
約
８
億
円

◎
旭
・
む
つ
み
地
域
で
は
、
来
年
１
月
か

ら
全
域
で
光
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
工
事
が
始
ま

り
ま
す
。
工
事
中
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
（
２
５
・
３
４
７
１
）
ま
た

は
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課

ただし、テレビの種類によって、
画質や利用できるデジタル機能
が異なります。

ただし、テレビの種類によって、
画質や利用できるデジタル機能
が異なります。

地上デジタル放送を見るには
地上デジタル放送に対する

市の取り組み
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小
原
地
区
は
、
現
在
、
共
同
ア
ン
テ

ナ
で
テ
レ
ビ
を
見
て
お
り
、
青あ
お
ば
せ
長
谷
地
区

は
共
同
ア
ン
テ
ナ
も
な
く
、
テ
レ
ビ
の
映

り
が
大
変
悪
い
状
態
で
あ
る
。
両
地
区
は

自
分
で
ア
ン
テ
ナ
を
立
て
て
も
電
波
が
届

か
な
い
難
視
聴
地
区
で
、
デ
ジ
タ
ル
放
送

に
な
っ
た
時
に
は
ま
っ
た
く
テ
レ
ビ
が
映

ら
な
く
な
る
。
ぜ
ひ
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

整
備
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ　

デ
ジ
タ
ル
化
へ
の
対
応
と
し
て
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
ま
た
は
共
聴
ア
ン
テ
ナ

で
の
対
応
を
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
平
成
23
年
の
デ
ジ
タ
ル
化
移
行
ま

で
に
、
テ
レ
ビ
が
映
ら
な
い
と
い
う
こ
と

に
な
ら
な
い
よ
う
に
し
て
い
か
な
い
と
い

　
　

萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
の
大
型
遊
具

施
設
が
10
月
８
日
に
オ
ー
プ
ン
す
る
と
聞

い
て
い
る
。
自
転
車
で
行
こ
う
と
思
っ

て
も
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
前
に
は
坂
が
あ

り
、
高
齢
者
を
は
じ
め
子
ど
も
連
れ
の
人

に
は
な
か
な
か
難
し
い
と
思
う
。
現
在
、

ま
ぁ
ー
る
バ
ス
の
ル
ー
ト
は
萩
駅
ま
で
だ

が
、
こ
れ
を
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
ま
で
延

長
で
き
な
い
か
。

Ａ　

多
く
の
地
域
か
ら
ル
ー
ト
の
拡
大
要

望
を
受
け
て
い
る
が
、
バ
ス
の
台
数
も
限

ら
れ
て
お
り
難
し
い
状
況
で
す
。
ウ
ェ
ル

ネ
ス
パ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
例
え
ば
シ
ャ

ト
ル
バ
ス
な
ど
他
の
方
法
に
つ
い
て
早
急

に
議
論
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
11
月
25
日
ま
で
の
土
・
日
曜
日
、祝
日
に
、

市
役
所
本
庁
か
ら
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク

ま
で
、
１
日
４
往
復
、
無
料
シ
ャ
ト
ル
バ

ス
を
運
行
し
て
い
ま
す
）

萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

８
月
か
ら
、
市
内
各
所
で
「
萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜
市
長

と
の
対
話
の
集
会
〜
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
10
月
１
日
〜
16
日
に
開
催
し
た
椿
西
、
白
水・木
間
、

川
上
、
佐
々
並
、
明
木
小
校
区
で
の
会
場
か
ら
の
意
見
と
市
の
回

答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　
企
画
課
（
２
５・３
５
６
９
）

〜市長との対話の集い〜

Ｑ＆Ａ③
椿
西
小
校
区

市
民
体
育
館
研
修
室
／
80
人

（
10
月
１
日
）

山
田
保
育
園
／
71
人

白
水
・
木
間
小
校
区（
10
月
３
日
）

　
　

椿
西
小
学
校
の
通
学
路
で
あ
る
大
屋

川
沿
い
の
農
道
に
フ
ェ
ン
ス
を
設
置
し
て

い
る
が
、
３
年
間
で
の
整
備
予
定
が
何
ら

か
の
事
情
で
工
事
が
延
期
さ
れ
て
い
る
と

聞
く
。
繰
り
上
げ
て
で
も
工
事
を
行
っ
て

ほ
し
い
。

Ａ　

大
屋
川
沿
い
の
フ
ェ
ン
ス
は
市
民
体

育
館
側
か
ら
学
校
ま
で
は
完
成
し
て
い
る

が
、
学
校
か
ら
市
民
病
院
側
の
工
事
が
未

完
成
で
す
。
こ
れ
は
門も
ん
で
ん
せ
き

田
堰
の
整
備
工
事

で
川
を
付
け
替
え
て
い
る
た
め
、
フ
ェ
ン

ス
工
事
を
同
時
に
行
う
こ
と
が
で
き
な
い

か
ら
で
す
。

　

今
年
度
の
堰
の
工
事
が
終
わ
り
次
第
、

速
や
か
に
フ
ェ
ン
ス
工
事
を
行
う
予
定
で

す
。 Ｑ

Ｑ

Ｑ
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合
併
前
は
各
地
域
で
様
々
な
施
設
を

作
っ
て
い
た
と
思
う
が
、
維
持
管
理
費
も

大
変
と
思
う
。
こ
れ
ら
の
処
分
・
整
理
に

つ
い
て
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

特
に
統
合
さ
れ
た
関
係
で
廃
校
と

川
上
小
校
区川

上
公
民
館
／
81
人

（
10
月
９
日
）

佐
々
並
小
校
区

旭
活
性
化
セ
ン
タ
ー
／
62
人

（
10
月
15
日
）

明
木
小
校
区

旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
／
64
人

（
10
月
16
日
）

な
っ
た
学
校
施
設
が
か
な
り
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
福
栄
で
は
福
祉
施
設
と
し
て
活
用

し
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
区
の
皆
さ
ん

に
納
得
い
た
だ
け
る
よ
う
に
考
え
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

地
区
に
あ
る
建
物
に
つ
い
て
は
、
新
し

い
も
の
を
作
る
の
で
は
な
く
、
今
あ
る
も

の
を
し
っ
か
り
活
用
し
て
い
く
と
い
う
方

向
で
考
え
て
い
ま
す
。

　
　

禁
煙
や
喫
煙
マ
ナ
ー
の
徹
底
を
呼
び

か
け
る
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
た
い
。

健
康
増
進
法
の
施
行
に
よ
っ
て
、
公
的
な

場
所
で
は
分
煙
、禁
煙
が
進
ん
で
い
る
が
、

集
会
所
な
ど
は
煙
草
の
煙
が
充
満
し
て
い

る
状
況
も
あ
る
。
市
の
健
康
福
祉
計
画
を

読
ん
で
み
た
が
、
市
と
し
て
市
民
の
健
康

を
守
る
と
い
う
観
点
か
ら
、
も
う
少
し
禁

煙
や
喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
を
呼
び
か
け
る

取
り
組
み
を
お
願
い
し
た
い
。

Ａ　

萩
市
で
は
庁
舎
内
の
喫
煙
は
原
則
禁

止
、
学
校
施
設
で
も
当
然
禁
止
し
て
い
ま

す
。
市
の
姿
勢
と
し
て
は
、
公
衆
の
皆
さ

ん
が
集
ま
る
と
こ
ろ
で
は
、
基
本
的
に
市

の
施
設
の
中
で
は
禁
煙
と
し
て
い
ま
す
。

健
康
福
祉
計
画
に
つ
い
て
は
、
平
成
21
年

度
以
降
の
計
画
を
策
定
す
る
際
に
、
指
摘

い
た
だ
い
た
点
を
盛
り
込
ん
で
具
体
的
な

施
策
を
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
　

旭
村
時
代
に
学
校
の
統
合
問
題
が

あ
っ
た
が
、
最
近
中
学
校
の
合
併
の
話
が

両
地
区
か
ら
出
て
き
て
い
る
。
こ
の
こ
と

に
つ
い
て
の
考
え
を
お
尋
ね
し
た
い
。

Ａ　

旧
萩
市
で
も
３
つ
の
中
学
校
を
２
つ

に
し
た
時
は
大
変
で
し
た
。
し
っ
か
り
議

論
を
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
、
無
理
や

り
に
統
合
す
る
と
い
う
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
学
校
を
中
心
に
地
域
の
歴
史
や
伝
統

が
守
ら
れ
て
き
た
わ
け
で
す
か
ら
、
十

分
に
議
論
を
行
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

　
　

萩
有
料
道
路
は
い
つ
ご
ろ
無
料
化
に

な
る
の
か
。
す
ぐ
に
無
料
化
で
き
な
い
の

で
あ
れ
ば
料
金
の
値
下
げ
を
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。

Ａ　

お
そ
ら
く
料
金
を
値
下
げ
す
る
と
無

料
化
に
も
う
少
し
時
間
が
か
か
っ
て
し
ま

い
ま
す
。
当
初
の
予
定
で
は
、
平
成
４
年

の
開
通
か
ら
30
年
の
計
画
で
償
還
し
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
現
在

の
収
支
か
ら
推
計
す
る
と
、
30
年
と
い
う

こ
と
に
は
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。
既
に

通
行
料
金
収
入
は
建
設
費
用
を
超
え
て
い

る
の
で
、
一
日
も
早
く
無
料
化
し
て
ほ
し

い
と
県
に
要
望
し
て
い
ま
す
。

（
16
ペ
ー
ジ
の
無
料
化
促
進
市
民
会
議
の

報
告
を
参
照
）

け
ま
せ
ん
。
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
は
設
置
に

大
変
費
用
が
か
か
り
ま
す
。
共
聴
ア
ン
テ

ナ
の
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
も
含
め
、
も
う
少

し
研
究
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

今
年
の
春
、
玉
江
２
区
に
あ
る
倉
庫

の
跡
地
に
工
場
が
で
き
て
か
ら
、
24
時
間

操
業
で
生
産
し
て
い
る
。
玉
江
２
区
は
準

工
業
地
域
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
工
場
が

操
業
す
る
の
は
仕
方
な
い
か
も
し
れ
な
い

が
、
付
近
の
住
民
は
騒
音
に
悩
ま
さ
れ
て

い
る
。
住
民
は
事
前
に
何
が
建
設
さ
れ
る

の
か
分
か
ら
な
い
。
行
政
は
許
可
の
申
請

な
ど
で
情
報
が
分
か
る
と
思
う
の
で
、
準

工
業
地
帯
と
は
い
え
住
宅
地
で
も
あ
る
の

で
、
24
時
間
操
業
を
す
る
よ
う
な
工
場
に

つ
い
て
は
、
何
ら
か
規
制
を
し
て
い
た
だ

け
れ
ば
と
思
う
。

Ａ　

騒
音
規
制
法
、
振
動
規
制
法
に
係
る

特
定
施
設
が
設
置
さ
れ
て
い
な
け
れ
ば
、

事
前
申
請
の
必
要
が
な
い
た
め
、
事
業
所

設
置
に
つ
い
て
把
握
で
き
て
い
ま
せ
ん
で

し
た
。
準
工
業
地
帯
と
し
て
環
境
基
準
値

が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
で
、
苦
情
対
応
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
事
情
を
お
聞

き
し
た
の
で
、
実
情
を
調
査
し
た
上
で
事

業
者
に
伝
え
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　

旧
郡
部
に
は
、
大
雪
や
災
害
の
際
に

陸
の
孤
島
に
な
る
地
域
が
あ
る
。
交
通
が

遮
断
さ
れ
た
際
に
は
、
復
旧
の
見
通
し
な

ど
市
民
へ
の
情
報
伝
達
を
頻
繁
に
し
て
ほ

し
い
。

Ａ　

市
道
だ
け
で
な
く
、
国
道
や
県
道
の

通
行
規
制
も
市
報
に
掲
載
す
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
。
除
雪
も
で
き
る
だ
け
の
こ
と

は
し
て
い
き
ま
す
が
、
一
時
的
に
大
雪
が

降
る
と
混
乱
す
る
こ
と
が
あ
る
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　
　

か
わ
か
み
苑
の
増
床
が
予
定
さ
れ
て

い
る
よ
う
だ
が
、
定
員
を
50
人
に
し
て
大

丈
夫
か
。将
来
的
に
見
て
多
過
ぎ
な
い
か
。

Ａ　

現
在
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
待

機
者
が
多
く
、
定
員
拡
大
は
必
要
と
考
え

て
い
ま
す
。
今
後
、
高
齢
化
が
進
む
一
方

で
、
病
院
に
お
け
る
療
養
型
病
床
は
制
限

さ
れ
て
き
て
い
る
の
で
、
全
体
と
し
て
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所
希
望
者
が

見
込
ま
れ
る
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

Ｑ ＱＱ

Ｑ

ＱＱ



市報HAGI●2007（平成19）年11月15日号 �

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
老
人
保
健
・
年
金
係
（
２
５・３
２
３
９
）

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
０
８
３・９
２
１・７
１
１
０
）

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
高
齢
者
に
か
か
る
医
療
費
も
増
大
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

老
人
保
健
制
度
に
代
わ
っ
て

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
り
ま
す
！

制度のポイント
○
制
度
の
運
営
は
？

　

県
内
す
べ
て
の
市
町
が
加
入
す
る
「
山

口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
」
が
運

営
主
体
と
な
り
、保
険
料
率
を
決
め
た
り
、

医
療
の
給
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

市
で
は
、保
険
料
の
徴
収
、
各
種
申
請
の

受
付
、
保
険
証
の
交
付
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
被
保
険
者
と
な
る
人
は
？

　

75
歳
以
上
の
方
（
65
歳
以
上
で
、
一
定

の
障
害
の
状
態
に
あ
る
と
認
定
を
受
け
た

方
を
含
む
）
は
、
現
在
加
入
し
て
い
る
医

療
保
険（
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険
等
）

か
ら
、
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険

者
に
代
わ
り
ま
す
。

※
現
在
、
老
人
医
療
対
象
者
の
方
は
、
平

成
20
年
４
月
以
降
は
そ
の
ま
ま
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な
り
ま
す
。

○
被
保
険
者
証
の
交
付
は
？

　

被
保
険
者
一
人
ひ
と
り
に
後
期
高
齢
者

医
療
被
保
険
者
証
が
交
付
さ
れ
ま
す
。

　

被
保
険
者
証
は
、
平
成
20
年
３
月
に
送

付
す
る
予
定
で
す
。

○
保
険
料
の
負
担
は
？

　

こ
れ
ま
で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
加
入
す
る

医
療
保
険
（
国
民
健
康
保
険
や
社
会
保
険

等
）
に
保
険
料
を
納
め
た
り
、
社
会
保

険
等
の
被
扶
養
者
は
保
険
料
の
負
担
が
な

か
っ
た
り
し
ま
し
た
が
、
後
期
高
齢
者
医

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
が

始
ま
り
ま
す
！

少
子
高
齢
化
が
急
速
に
進
み
、
高
齢
者
に
か
か
る
医
療
費
も
増
大
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
将
来
に
わ
た
り
安
心
し
て
医
療
を

受
け
ら
れ
る
よ
う
に
す
る
た
め
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
後
期
高
齢
者

医
療
制
度
が
創
設
さ
れ
ま
す
。

療
制
度
で
は
、
被
保
険
者
全
員
が
保
険
料

を
納
め
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
低
所
得
者
の
方
や
、
こ
れ
ま
で

保
険
料
負
担
が
な
か
っ
た
社
会
保
険
等
の

被
扶
養
者
の
方
に
つ
い
て
は
、
軽
減
等
の

措
置
が
あ
り
ま
す
。

○
保
険
料
は
？

　

保
険
料
は
、
所
得
に
応
じ
て
負
担
い
た

だ
く
部
分
（
所
得
割
）
と
被
保
険
者
全
員

に
等
し
く
負
担
い
た
だ
く
部
分（
均
等
割
）

と
の
合
計
額
に
な
り
ま
す
。

※
保
険
料
率
が
決
ま
り
ま
し
た
ら
、
市
報

等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

○
保
険
料
の
支
払
方
法
は
？

　

保
険
料
は
、
原
則
と
し
て
年
金
か
ら
徴

収
さ
れ
ま
す
。

　

年
金
額
が
年
額
18
万
円
未
満
の
場
合

や
、
介
護
保
険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
を
合
わ
せ
た
額
が
年
金
額
の
２
分
の

１
を
超
え
る
場
合
は
、
納
付
書
等
に
よ
る

個
別
納
付
に
な
り
ま
す
。

○
病
院
な
ど
で
受
け
ら
れ
る
医
療

給
付
の
内
容
や
、
窓
口
で
の
自
己

負
担
は
？

　

こ
れ
ま
で
と
同
様
の
医
療
給
付
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

窓
口
で
の
医
療
費
の
自
己
負
担
は
、
１

割（
現
役
並
み
の
所
得
の
方
は
３
割
）で

す
。

老
人
保
健
制
度
に
代
わ
っ
て

制度の運営は各都道府県に設け
られる広域連合が行います。

新制度の
ポイント

1

75歳以上の方（一定程度の障害の
ある方は65歳以上）が対象です。

新制度の
ポイント

2

保険料は広域連合ごとに決まり、
原則として年金から徴収します。

新制度の
ポイント

3

医療費の負担は一般は１割、
現役並み所得者は３割です。

新制度の
ポイント

4

！
！
！
！

■
問
い
合
わ
せ　

市
民
課
老
人
保
健
・
年
金
係
（
２
５・３
２
３
９
）

山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合（
０
８
３・９
２
１・７
１
１
０
）

平成20年
４月から

制度のポイント
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保
育
料
に
つ
い
て
は
、
平
成
17
年
度
か
ら
新
た
に

設
定
し
た
萩
市
保
育
料
に
統
一
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
が
、
保
育
料
が
合
併
前
よ
り
上
が
る
地
域
（
萩

地
域
以
外
）
に
つ
い
て
は
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担

の
軽
減
を
図
る
た
め
、
緩
和
措
置
と
し
て
、
平
成
19

年
度
ま
で
の
３
年
間
に
段
階
的
に
保
育
料
を
調
整
し

て
き
ま
し
た
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
、
緩
和
措
置
が
な
く
な
り
、

　

国
民
健
康
保
険
料
に
つ
い
て
は
、
合

併
前
の
旧
市
町
村
間
に
格
差
が
あ
っ
た

た
め
、
急
激
な
負
担
増
と
な
ら
な
い
よ

う
、
平
成
19
年
度
ま
で
は
保
険
料
率
が

旧
市
町
村
ご
と
に
異
な
る
不
均
一
賦
課

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
度
か
ら
は
、
保
険
料
率
を

統
一
し
て
、
均
一
に
賦
課
し
ま
す
。

※
均
一
後
の
料
率
に
つ
い
て
は
、
平
成

20
年
６
月
に
決
定
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

市
民
課
保
険
給
付
係（

２
５
・
３
１
４
７
）

平成 20 年度から

平成 17 年３月の合併後、各地域で異なっていた保育料、国民健
康保険料率、法人市民税法人税割税率について、合併協議での決
定により、平成 20 年度から料金・料率を統一します。

階層 区　　分 乳児 1、2歳児 ３歳児 4歳児以上
Ａ 生活保護世帯 0円 0円 0円 0円

Ｂ特

Ｂ階層に属する母子世帯等、
在宅障害児（者）のいる世帯、
生活困窮世帯で市長が減額を
認めた世帯

0円 0円 0円 0円

Ｂ 前年度の市民税が非課税世帯 9,000円 8,000円 6,000円 5,500円

Ｃ特

Ｃ階層に属する母子世帯等、
在宅障害児（者）のいる世帯、
生活困窮世帯で市長が減額を
認めた世帯

15,000円 13,000円 11,000円 10,000円

Ｃ
Ａ階層およびＤ１からＤ８階
層を除き、前年分の所得税が
非課税世帯

16,000円 14,000円 12,000円 11,000円

Ｄ１

Ａ階層を除き、
前年分の所得
税課税世帯で
あって、その
所得税の額が
右の区分に該
当する世帯

22,500円未満 20,000円 18,000円 15,000円 14,000円

Ｄ２ 22,500円以上
45,000円未満 22,000円 20,000円 18,000円 16,000円

Ｄ３ 45,000円以上
72,000円未満 24,000円 22,000円 20,000円 18,000円

Ｄ４ 72,000円以上
101,300円未満 28,000円 26,000円 23,000円 22,000円

Ｄ５ 101,300円以上
135,000円未満 33,000円 31,000円 25,000円 24,000円

Ｄ６ 135,000円以上
180,000円未満 39,000円 37,000円 26,000円 26,000円

Ｄ７ 180,000円以上
459,000円未満 50,000円 48,000円 28,000円 28,000円

Ｄ８ 459,000円以上 63,000円 60,000円 28,000円 28,000円

　

法
人
税
割
の
税
率
に
つ
い
て
は
、
合

併
後
３
年
間
（
平
成
20
年
３
月
31
日
事

業
年
度
分
ま
で
）
は
、
旧
萩
市
が
14
・

７
％
、
旧
町
村
が
14
・
０
％
と
い
う
不

均
一
課
税
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
20
年
４
月
１
日
以
降
の
決
算
事

業
者
に
つ
い
て
は
、
税
率
は
、
14
・
７
％

に
統
一
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

税
務
課
市
民
税
係
（
２
５
・
３
１
８
４
）

■萩市保育料

※前年分の所得税は、住宅借入金等特別控除等がある場合は、控除前に算定された税額
　で算定します。ただし、幼稚園との同時入所の場合は、別に定める金額とします。
※上表は平成 19 年 11 月１日現在のものです。税制等の改正により、階層等が変更と
　なることがあります。

国
民
健
康
保
険
料
の
料
率

法
人
市
民
税

法
人
税
割
の
税
率

全
地
域
の
保
育
料
を
萩
市
保
育
料
（
左
表
）
に
統
一

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

※
同
一
世
帯
か
ら
２
人
以
上
の
児
童
が
入
所
し
て
い

る
場
合
は
、
２
人
目
以
降
の
保
育
料
は
無
料
で
す
。

　

た
だ
し
、Ｄ
４
〜
Ｄ
８
階
層
の
世
帯
に
つ
い
て
は
、

年
齢
が
一
番
低
い
児
童
に
保
育
料
が
か
か
り
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

子
育
て
支
援
課
（
２
５
・
３
５
３
６
）、
各
総
合
事
務

所
健
康
福
祉
課

料金・料率を統一します！
保育料

国民健康保険料率

法人市民税 法人税割税率

保
育
料
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「
物
忘
れ
」「
動
き
に
く
さ
」
は
歳
を
と

る
と
誰
で
も
感
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
「
歳
の
せ
い
」
で
す
が
、

中
に
は
治
療
に
よ
っ
て
よ
く
な
る
病
気
も

あ
り
ま
す
。
一
度
医
師
に
相
談
さ
れ
て
み

て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
？

神
経
内
科
に
つ
い
て

　

昨
年
の
4
月
か
ら
弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー

に
勤
務
し
て
い
る
中
山
で
す
。以
前
は「
神

経
内
科
の
専
門
医
」
と
し
て
働
い
て
い
ま

し
た
。
身
体
の
中
に
神
経
の
通
っ
て
い
な

い
部
分
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
、「
神
経
内

科
」
は
「
何
で
も
内
科
」
と
考
え
て
い
た

だ
い
て
結
構
で
す
。
何
で
も
屋
の
神
経
内

科
を
受
診
し
て
い
た
だ
く
最
も
多
い
症
状

萩
市
国
民
健
康
保
険
　

弥
富
診
療
セ
ン
タ
ー  　

０
８
３
８
７
・
８
・
２
３
１
１

28歳
の
せ
い
？
「
物
忘
れ
」「
動
き
に
く
さ
」

は
「
物
を
忘
れ
る
」「
動
き
に
く
い
」「
頭

が
痛
い
」「
ふ
ら
ふ
ら
す
る
」の
4
つ
で
す
。

今
日
は
そ
の
う
ち
「
物
忘
れ
」
と
「
動
き

に
く
さ
」に
つ
い
て
お
話
し
し
ま
し
ょ
う
。

物
忘
れ
と
動
き
に
く
さ
は

歳
の
せ
い
？

　

ど
ち
ら
も
年
齢
を
重
ね
る
に
つ
れ
て
感

じ
る
こ
と
が
多
い
症
状
で
、
あ
る
程
度
は

「
歳
の
せ
い
（
生
理
的
老
化
）」
に
よ
る
も

の
で
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
も
ご
存
知
の

「
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
」
や
「
パ
ー
キ
ン

ソ
ン
病
」
で
も
物
忘
れ
が
ひ
ど
く
な
っ
た

り
、動
き
が
悪
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。「
歳

の
せ
い
」
と
こ
れ
ら
の
「
病
気
」
の
境
目

は
何
で
し
ょ
う
？

　

ご
く
初
期
の
病
気
と
生
理
的
老
化
を
区

別
す
る
こ
と
は
と
て
も
難
し
く
、
何
千
人

も
患
者
さ
ん
を
診
た
専
門
家
で
な
い
と
不

可
能
で
す
。
時
間
が
経
っ
て
症
状
が
中
等

度
ま
で
進
む
と
、
一
般
の
方
に
も
「
お
か

し
い
な
」
と
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

す
。こ
の
こ
ろ
に
な
る
と「
物
忘
れ
」や「
動

き
に
く
さ
」以
外
に
、「
思
い
込
み
」や「
性

医師：中山 隆安

（
神
経
内
科
の
診
療
そ
の
１
）

弥富診療センター所長

格
の
変
化
」、「
手
の
ふ
る
え
」
や
「
よ
く

転
ぶ
」
な
ど
の
症
状
も
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

よ
く
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
！

　
「
物
忘
れ
」
が
問
題
と
な
る
病
気
は
表

の
よ
う
に
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
治
療

に
よ
っ
て
ま
っ
た
く
以
前
の
よ
う
に
「
治

る
物
忘
れ
」
や
脳
梗
塞
に
よ
る
も
の
の
よ

う
に
「
予
防
で
き
る
物
忘
れ
」
も
あ
り
、

物忘れを伴う状態と治療の可能性

病気ではない物忘れ 老化に伴う物忘れ
ストレスによる物忘れ

治る物忘れ

慢性硬膜下血腫
甲状腺機能低下症
水頭症
頭蓋内腫瘍（良性）など

予防できる物忘れ
脳血管障害

（アルツハイマー病）
牛海綿状脳症（BSE）など

進行を遅らせることが
できる物忘れ

アルツハイマー病
（脳血管障害）など

治療の方法を研究中の
物忘れ

レヴィ小体病
ピック病など

ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
病
の
よ
う

に
「
進
行
を
遅
ら
せ
る
こ
と

の
で
き
る
物
忘
れ
」
も
あ
り

ま
す
。

　
「
動
き
に
く
さ
」
の
原
因

は
、
脳
以
外
に
も
運
動
神
経

や
感
覚
神
経
な
ど
の
末
梢
神

経
、
筋
肉
、
骨
や
関
節
、
動

脈
硬
化
な
ど
に
よ
る
血
流
障

害
、
肺
や
心
臓
の
障
害
に

よ
る
酸
素
を
含
む
血
液
の
不

足
、
腎
臓
や
肝
臓
な
ど
の
病

気
に
よ
る
毒
素
の
蓄
積
な
ど

様
々
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
に
早

く
原
因
を
突
き
止
め
て
、
早
く
治
療
を
す

る
こ
と
で
、
も
と
の
よ
う
に
動
け
る
よ
う

に
な
る
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
場
で
そ
れ
ぞ
れ
の
病
気
に
つ
い
て

お
話
し
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、「
年

の
せ
い
」
と
思
っ
て
も
一
度
医
師
に
相
談

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
い
ろ
い
ろ
な
健
康

情
報
が
氾
濫
し
て
い
る
世
の
中
で
す
が
、

も
っ
と
も
確
率
の
高
い
健
康
情
報
は
あ
な

た
の
主
治
医
か
ら
得
ら
れ
る
は
ず
で
す
。
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文化功労賞文化功労賞

文化奨励賞文化奨励賞 文化奨励賞文化奨励賞

教育功労賞教育功労賞

教育功労賞教育功労賞

教育奨励賞教育奨励賞

体育功労賞体育功労賞

三
さ ん み

位ふるさと史の会
　平成３年に発足以来、ふる
さと学習の一環として神楽舞
の練習に取り組み、古文書や
三見歴史学習会を毎月開催。
平成 17 年には郷土史「三見
の歴史」を発行しました。

野 村 京 子（57 歳 山田）
　栄養教諭として、学校給食で
地場産の食材を積極的に活用。
食に関する指導や食育関係に
熱心に取り組み、全国組織の学
校栄養士会等の役員も務める。
昨年文部科学大臣表彰を受賞。

守重シゲ子（51歳 今古萩町）

　平成９年に木工「杢
もく

の会」を
設立。木を素材にした動植物、
動くおもちゃ、組み木が子ども
から大人まで親しまれている。
昨年「全国組み木フェスティ
バル in 萩」を開催しました。

特別賞特別賞
清水 裕

ゆ う こ

子（50 歳 下小川）

　平成３年に「ロス・アミー
ゴス田万川」を発足し、小学
校などでフラメンコ指導も行
う。昨年の国民文化祭で、創
作フラメンコ「ア・モール de
お菊」で主役を演じています。

山 本 司 郎 （81 歳 須佐）

　中学校勤務時代から書を中
心とした作品を発表。昭和 43
年から書道展への出展を続け、
多くの賞を受賞。平成３年から
須佐地域での生涯学習発表会
の実行委員長を務めています。

萩
市
教
育
文
化
奨
励
賞　

受
賞
者

萩
市
教
育
文
化
奨
励
賞　

受
賞
者

萩
市
教
育
文
化
奨
励
賞　

受
賞
者

教育功労賞教育功労賞

平
成
19
年
度

秋 山 　壯
つよし

（64 歳 山田）
　国際竹とんぼ協会山口県本
部萩支部長として、子どもたち
に竹とんぼの作り方を指導し、
伝承遊びとして竹とんぼの普及
に貢献。保育園や小学校など
で講師としても活躍しています。

特別賞特別賞
國森 章

あ き こ

子 （58 歳 見島）

　見島の公民館副館長として、
様々な講演会や各種学級を企
画運営、公民館報の発行など島
の社会教育に積極的に取り組
む。学校と連携して、島の伝統文
化を子どもたちに伝えています。

友
とものぶ

信 神 楽 保 存 会
　昭和 49 年に設立以来、長
年にわたり県指定無形民俗文
化財を保護継承。子ども神楽
も育成し、地域に根付いた活
動を展開。大

お ろ ち

蛇４匹の舞が県
内では唯一の特技。

上 田 紀
の り お

男 （66 歳 椿）

　高校時代から日米対抗水泳
大会や全国規模の大会に数多く
出場し、優秀な成績を残す。萩市
泳げない子どもの水泳教室の指
導や市民水泳大会の運営に長
年にわたり尽力しています。

会長 中村芳生

吉 田 恭 一（65 歳 堀内）
　中学校勤務の37 年間、萩天
文同好会会員として小中学生
や市民へ天文の普及活動に尽
力。退職後も、萩博物館で長
年天体に関わり、施設利用者
が県内で最多となっています。

会長 田中利夫
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10
月
25
日
か
ら
、
筋す
じ
め
い名
を
表
示
し
た
埋

め
込
み
サ
イ
ン
と
し
て
、「
猫
ね
こ
の
ち
ょ
う
町
」「
本
ほ
ん
ち
ょ
う
町
」

「
後
う
し
ろ
ち
ょ
う
町
」
な
ど
と
刻
ま
れ
た
プ
レ
ー
ト
の
道

路
へ
の
設
置
が
、
堀
内
地
区
の
萩
博
物
館
周

辺
で
始
ま
り
ま
し
た
。

　

筋
名
の
埋
込
サ
イ
ン
設
置
は
、「
江
戸
時

代
の
地
図
が
そ
の
ま
ま
使
え
る
ま
ち
」
と
言

わ
れ
る
萩
の
ま
ち
で
、
近
年
あ
ま
り
使
わ
れ

な
く
な
っ
た
筋
名
を
復
活
さ
せ
る
「
筋
名
復

活
事
業
」の
一
環
と
し
て
取
り
組
む
も
の
で
、

12
月
中
に
堀
内
地
区
や
史
跡
萩
城
城
下
町
な

ど
を
中
心
に
57
個
を
設
置
し
ま
す
。
事
業
費

は
約
１
０
０
０
万
円
。

◆
筋
名
お
も
し
ろ
ス
ト
ー
リ
ー
②

【
猫
町
（
ね
こ
の
ち
ょ
う
）】
毛
利
輝
元
の
家

臣
長
井
元
房
に
は
、
か
わ
い
が
っ
て
い
た
猫

　

市
で
は
、
10
月
26
日
早
朝
、「
萩
市
沖
日

本
海
を
震
源
と
す
る
震
度
５
弱
の
地
震
が
発

生
、
交
通
路
が
寸
断
さ
れ
た
」
と
い
う
想
定

の
も
と
、
抜
き
打
ち
で
職
員
の
非
常
参
集
訓

練
を
実
施
し
ま
し
た
。

緊
急
連
絡
網
で
連
絡
を
受
け
た
職
員
は
、

直
ち
に
、
大
雨
の
降
る
中
、
徒
歩
・
自
転
車
・

バ
イ
ク
で
市
役
所
本
庁
や
総
合
事
務
所
等
に

参
集
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
訓
練
対
象
者
は
、
管
理
職
員
と

緊
急
初
動
対
策
要
員
２
４
５
人
で
、
30
分

　

10
月
31
日
、
萩
有
料
道
路
無
料
化
促
進
萩

市
民
会
議
（
会
長
：
野
村
市
長
、
27
団
体
）

の
平
成
19
年
度
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
会
で
は
、
09
年
４
月
か
ら
の
無
料
化
を

求
め
て
、
今
後
、
県
、
県
議
会
、
県
道
路
公

社
に
要
望
す
る
と
と
も
に
、
署
名
活
動
を
始

め
る
こ
と
な
ど
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

萩
有
料
道
路
は
、
平
成
４
年
３
月
の
開
通

以
来
、
平
成
19
年
３
月
末
ま
で
の
累
計
通
行

台
数
は
、
２
５
４
３
万
台
、
累
計
通
行
料
収

入
は
、
建
設
費
の
35
億
円
を
上
回
る
38
億
円

以
上
に
の
ぼ
っ
て
い
ま
す
。

　

合
併
に
よ
り
同
一
市
内
と
な
っ
た
地
域
間

の
移
動
に
通
行
料
が
必
要
な
こ
と
は
、
新
市

の
一
体
感
の
醸
成
に
大
き
な
障
害
と
な
っ
て

い
る
と
と
も
に
、
地
域
経
済
に
と
っ
て
も
大

き
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
市
民
会
議
で
は
、
署
名
活
動
に
取

り
組
み
ま
す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

以
内
に
１
９
７
人
（
80
％
）、
60
分
以
内
に

２
１
７
人
（
89
％
）
が
参
集
し
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
今
後
も
各
種
の
防
災
訓
練
を
実

施
し
て
、
市
民
の
安
全
・
安
心
の
確
保
に
努

め
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
中
の
開
館
を
予
定
し
て
い
る

新
・
萩
図
書
館
の
館
長
に
、
甲か

い斐
謙
一
郎
さ

ん
（
福
岡
県
出
身
）
を
、
11
月
１
日
付
け
で

市
の
嘱
託
職
員
と
し
て
採
用
し
ま
し
た
。

　

全
国
公
募
に
よ
り
選
ば
れ
た
甲
斐
さ
ん

は
、
民
間
企
業
の
海
外
担
当
部
署
で
組
織
管

理
・
運
営
に
従
事
し
た
経
験
が
あ
り
ま
す
。

　

所
属
は
、
図
書
館
・
児
童
館
建
設
準
備
室

の
図
書
館
担
当
総
括
で
、
新
図
書
館
開
館
後

は
、
図
書
館
長
と
し
て
勤
務
し
ま
す
。

　

甲
斐
さ
ん
は
、「
公
園
の
中
に
あ
る
図
書

館
と
し
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
気
楽
に
利
用

で
き
る
図
書
館
に
し
た
い
。
ま
た
、
萩
の
歴

史
や
文
化
を
尊
重
し
な
が
ら
、
新
し
い
時
代

に
対
応
で
き
る
よ
う
な
図
書
館
に
し
た
い
で

す
」
と
抱
負
を
話
し
ま
し
た
。

が
い
た
。
彼
が
輝
元
の
後
を
追
っ
て
殉
死
す

る
と
、
そ
の
猫
は
、
主
人
の
後
を
お
っ
て
主

人
の
墓
の
前
で
死
ん
で
い
た
と
い
う
。
こ
の

筋
に
長
井
の
屋
敷
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
猫

町
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

甲斐謙一郎さん

市
職
員
非
常
参
集
訓
練
を
実
施

萩
有
料
道
路
の
一
日
も
早
い
無
料
化
に
向
け
て

署
名
活
動
実
施
へ

市
職
員
非
常
参
集
訓
練
を
実
施

萩
有
料
道
路
の
一
日
も
早
い
無
料
化
に
向
け
て

署
名
活
動
実
施
へ

筋
名
の
埋
め
込
み
サ
イ
ン
の
設
置
始
ま
る

新
・
萩
図
書
館
長
を
採
用
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10
月
13
日
、
14
日
、
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
第

２
７
１
０
地
区
（
広
島
、
山
口
県
）
の
地
区
大

会
が
、
萩
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
を
主
管
に
萩
武

道
館
で
開
催
さ
れ
、
広
島
、
山
口
を
中
心
に
日

本
全
国
と
韓
国
か
ら
会
員
約
１
９
０
０
人
が
集

い
ま
し
た
。
金
子
信
ま
こ
と
ガ
バ
ナ
ー
が
「
奉
仕
の
理

想
の
も
と
に
、
国
際
的
な
視
点
と
地
域
的
な
視

点
を
と
れ
る
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ
た
リ
ー
ダ
ー

を
目
指
そ
う
」
と
あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　

記
念
事
業
と
し
て
、
中
央
公
園
の
植
栽
（
長

州
緋ひ
ざ
く
ら桜

20
本
、
メ
タ
セ
コ
イ
ヤ
30
本
）
に
、

３
０
０
万
円
を
市
へ
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

　

10
月
21
日
、
28
日
、
萩
ス

ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
さ
れ
、

１
部
23
チ
ー
ム
、
２
部
19

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

【
１
部
】
優
勝
：
無
田
ヶ
原

口
、
準
優
勝
：
中
小
畑
、
３

位
：
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
（
旭
）、

見
島

【
２
部
】
優
勝
：
平
安
古
Ａ
、

準
優
勝
：
川
島
、
３
位
：
こ

ぶ
し
（
む
つ
み
）、
上
野
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

1部優勝　無田ヶ原口チーム（萩地域）

　

10
月
30
日
、
笹
尾
地
区
で
、
川
上
保
育
園

の
園
児
20
人
が
キ
ジ
50
羽
を
放
し
ま
し
た
。

今
年
か
ら
休
猟
区
と
な
っ
た
山
林
で
、
キ
ジ

を
増
殖
さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
県
が

実
施
し
た
も
の
で
す
。

　

始
め
に
県
の
職
員
か
ら
、
キ
ジ
は
日
本

の
国
鳥
で
あ
る
こ
と
な
ど
の
説
明
を
聞
い
た

後
、
放
鳥
し
ま
し
た
。

　

箱
に
入
れ
ら
れ
た
キ
ジ
は
、
園
児
た
ち
が

ふ
た
を
開
く
と
パ
タ
パ
タ
と
い
う
羽
音
を
立

て
、
一
斉
に
秋
空
に
向
か
っ
て
飛
び
立
ち
ま

し
た
。
園
児
た
ち
は
「
元
気
で
大
き
く
な
っ

て
ね
」
と
願
っ
て
い
ま
し
た
。

川上 　

10
月
13
日
、
14
日
に
開
催
さ
れ
、
13
日
に

鬼
ヨ
ー
ズ
作
り
、
交
流
会
（
前
夜
祭
）、
14

日
に
八
町
八
反
の
水
田
跡
で
凧
揚
げ
大
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
絶
好
の
凧
揚
げ
日
和
に
恵
ま
れ
、

お
た
ふ
く
凧
、
丸
亀
凧
な
ど
全
国
各
地
の
凧

を
は
じ
め
、
見
島
伝
統
凧
の
大
凧
（
鬼
ヨ
ー

ズ
）・
連
凧
（
鬼
ヨ
ー
ズ
）
も
見
島
の
大
空

に
揚
が
り
ま
し
た
。

　

高
速
船
「
お
に
よ
う
ず
」
で
帰
る
参
加
者

を
見
送
る
際
に
は
、
船
と
岸
壁
で
大
き
な
声

が
飛
び
交
い
、
最
後
ま
で
楽
し
い
賑
や
か
な

凧
揚
げ
大
会
で
し
た
。

萩

2部優勝　平安古Ａチーム（萩地域）

保
育
園
児
が
キ
ジ
を
放
鳥

全
国
凧
揚
げ
大
会
in
見
島

萩
市
民
秋
季
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会

保
育
園
児
が
キ
ジ
を
放
鳥

全
国
凧
揚
げ
大
会
in
見
島

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
地
区
大
会
に

広
島
・
山
口
か
ら
１
９
０
０
人

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
地
区
大
会
に

広
島
・
山
口
か
ら
１
９
０
０
人
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10
月
12
日
、
丸
山
八
幡
宮
で
弥
富
地
域
子
ど

も
会
育
成
連
絡
協
議
会
主
催
に
よ
る
「
子
ど
も

相
撲
大
会
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
弥

富
小
・
鈴
野
川
両
小
学
校
合
わ
せ
て
22
人
の
児

童
が
参
加
し
、
男
子
は
普
通
の
相
撲
、
女
子
は

古
タ
イ
ヤ
の
上
で
尻
相
撲
を
行
い
ま
し
た
。
地

域
の
皆
さ
ん
が
見
守
る
中
、
真
新
し
い
お
が
く

ず
を
敷
き
詰
め
た
土
俵
の
上
で
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
体
格
差
に
か
か
わ
ら
ず
、
果

敢
に
相
手
に
立
ち
向
か
い
、
勝
負
が
つ
く
た
び

に
境
内
は
拍
手
と
歓
声
に
包
ま
れ
ま
し
た
。

須佐

　

11
月
３
日
、
茅
か
や
ぶ
き葺

屋
根
伝
承
講
座
が
開
講

し
ま
し
た
。「
あ
さ
ひ
学
を
後
世
に
伝
え
る

会
」
が
茅
葺
き
に
興
味
の
あ
る
人
に
参
加
を

呼
び
か
け
行
っ
た
も
の
で
す
。

　

職
人
の
高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
茅
の
確

保
が
難
し
く
な
っ
た
今
日
で
す
が
、
も
う

一
度
、
山
村
の
風
景
に
茅
葺
き
屋
根
を
蘇
ら

せ
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
茅
葺
き
技
術
を

伝
承
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
石
津
晶
さ

ん
（
明
木
）
を
講
師
に
、
11
月
16
日
頃
ま
で

日ひ
な
た
せ

南
瀬
に
あ
る
石
風
呂
の
屋
根
の
葺
き
替
え

を
通
し
て
、
実
習
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

旭　

10
月
７
日
、
小
川
地
区
の
武た
け
う
じ氏

八
幡

宮
で
「
第
19
回
子
供
相
撲
大
会
」
が
地

元
の
有
志
に
よ
り
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
初
に
秋
の
実
り
に
感
謝
し
、
豊
作

も
ち
ま
き
が
行
わ
れ
た
後
、
保
育
園
児

か
ら
小
学
６
年
生
ま
で
の
子
ど
も
力
士

26
人
が
、
東
西
に
別
れ
て
対
戦
し
ま
し

た
。

　

腰
に
白
い
ま
わ
し
を
巻
い
て
、
直
径

４
ｍ
の
土
俵
で
取
り
組
み
を
披
露
し
、

観
客
か
ら
は
大
歓
声
や
拍
手
が
送
ら
れ

ま
し
た
。

田万川

　

10
月
29
日
、
む
つ
み
中
学
校
の
学
校
林

で
マ
ツ
タ
ケ
狩
り
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

山
林
の
環
境
と
森
の
恵
み
の
豊
か
さ
を

体
験
す
る
「
森も

り林
の
教
室
」
の
一
環
と
し

て
平
成
７
年
か
ら
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
当

日
は
、
全
校
生
徒
34
人
が
急
斜
面
の
ア
カ

マ
ツ
林
に
入
り
、
落
ち
葉
を
そ
っ
と
抑
え

感
触
を
確
か
め
な
が
ら
探
し
て
い
き
ま
し

た
。
収
穫
量
は
31
本
、
約
1.6
㎏
で
、
昨
年

の
お
よ
そ
半
分
で
し
た
。

　

収
穫
さ
れ
た
松
茸
は
、小
中
学
校
の
給
食

で
マ
ツ
タ
ケ
ご
飯
に
し
て
味
わ
い
ま
し
た
。

むつみ

茅
葺
き
技
術
の
伝
承
講
座

熱
戦
！ 

子
ど
も
相
撲
大
会

〜
は
っ
け
よ
ー
い
、
の
こ
っ
た
〜

茅
葺
き
技
術
の
伝
承
講
座

子
供
相
撲
大
会
〜
は
っ
け
よ
ー
い
、
の
こ
っ
た
〜

熱
戦
！ 

子
ど
も
相
撲
大
会

マ
ツ
タ
ケ
狩
り

〜
森
林
の
教
室
〜
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10
月
25
日
、
須
佐
歴
史
民
俗
資
料
館
「
益
田

館
」
で
、
い
に
し
え
の
教
育
現
場
を
再
現
す
る

「
幕
末
体
験
育
英
塾
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
５
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て
お
り
、
今
年

は
、
須
佐
地
域
の
小
学
６
年
生
19
人
が
当
時
に

近
い
服
装
で
参
加
し
、
須
佐
の
歴
史
、
書
道
、

剣
術
な
ど
の
授
業
を
受
け
ま
し
た
。

　

育
英
塾
は
、
享
保
20
年（
１
７
３
５
）頃
、
毛

利
藩
の
永
代
家
老
益
田
元
道
が
、
子
弟
教
育
の

場
と
し
て
郷
校
「
育
英
館
」
を
須
佐
の
地
に
開

校
し
、
藩
校
「
明
倫
館
」
と
と
も
に
幕
末
の
志

士
た
ち
の
教
育
の
場
と
し
て
役
割
を
果
た
し
ま

し
た
。

　

11
月
３
日
、
お
供
え
行
列
が
明
木
市
を
練
り
歩

き
ま
し
た
。
明
木
市
区
青
壮
年
団
に
よ
り
奉
納
さ

れ
て
お
り
、
大
正
時
代
初
め
頃
か
ら
始
ま
っ
た
と

言
い
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

お
道
具
の
弓
、
箱
、
赤
傘
、
台
傘
、
槍
、
中
道

具
、
杖
を
持
ち
「
イ
サ
ヨ
ー
シ
ー
、
ヤ
ッ
ト
マ
カ

セ
ー
、
ヨ
イ
コ
ラ
ハ
ノ
ハ
ー
、
ヨ
イ
ヨ
イ
ヤ
サ
ノ

サ
ー
」
と
声
を
掛
け
な
が
ら
上
市
と
下
市
の
間
を

練
り
歩
き
ま
す
。
こ
の
道
は
、
幕
末
の
志
士
た
ち

が
行
き
交
っ
た
萩
往
還
道
で
も
あ
り
、
宿
場
町
の

風
情
が
残
る
家
並
と
行
列
が
マ
ッ
チ
し
、
私
た
ち

を
異
次
元
に
誘
っ
て
く
れ
ま
す
。

　

10
月
28
日
、
標
高
４
０
０
ｍ
の
台
地
に

広
が
る
大
パ
ノ
ラ
マ
の
平
わ
ら
び
台
で
、

サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫
す
る
イ
ベ
ン
ト
が
行

わ
れ
、
２
３
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
平

蕨
台
交
流
ツ
ア
ー
実
行
委
員
会
の
主
催
。

　

当
日
の
朝
は
、
雲
海
も
見
ら
れ
、
澄
み

き
っ
た
青
空
と
な
り
ま
し
た
。参
加
者
は
、

畑
一
面
に
伸
び
た
い
も
の
つ
る
を
の
け
な

が
ら
、
大
人
も
子
ど
も
一
生
懸
命
に
い
も

を
掘
り
、
袋
い
っ
ぱ
い
に
い
も
を
詰
め
て

い
ま
し
た
。

　

山
口
県
最
大
規
模
の
西
条
柿
の
産
地
で

あ
る
紫
福
地
区
で
、
10
月
４
日
か
ら
西
条

柿
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

25
戸
の
農
家
が
、
６
ha
を
栽
培
し
て
お

り
40
ｔ
の
出
荷
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。「
今

年
は
、
夏
の
干
ば
つ
の
影
響
で
、
収
穫
は

若
干
遅
れ
少
し
小
玉
で
は
あ
る
が
、
糖
度

は
充
分
あ
る
」
と
西
条
柿
部
会
長
の
藤
井

稔
さ
ん
は
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
に
県
内
に
出
荷
さ
れ
、
11
月
上
旬
頃

ま
で
出
荷
さ
れ
ま
し
た
。

福栄

須佐旭

福栄

お
供
え
行
列 

明
木
神
社
例
祭

お
供
え
行
列 

明
木
神
社
例
祭

人
に
と
っ
て
お
き
の
里

い
も
掘
り
フ
ェ
ス
タ

幕
末
の
志
士
た
ち
の
意
気
込
み
を
学
習

幕
末
の
志
士
た
ち
の
意
気
込
み
を
学
習

西
条
柿
の
出
荷

人
に
と
っ
て
お
き
の
里

い
も
掘
り
フ
ェ
ス
タ
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財
政
状
況
公
表

萩市の財政運営について、市民の皆さんに広く知っていた
だくために、平成 19 年度の上半期（４月１日〜９月30日）
の財政状況をお知らせします。
■問い合わせ　財政課（２５・３３４９）

平
成
19
年
度 

上
半
期
（
平
成
19
年
４
月
１
日
〜
９
月
30
日
）

会計名 現在高 構成比
一般会計 443億6,555万円 69.8%
住宅新築資金等貸付事業 455万円 0.0%
国民健康保険事業（直診勘定） 2億767万円 0.3%
介護保険事業（保険事業勘定） 375万円 0.0%
簡易水道事業 21億2,488万円 3.3%
公共下水道事業 99億8,759万円 15.7%
特定環境保全公共下水道事業 6億3,286万円 1.0%
農業集落排水事業 44億1,133万円 6.9%
漁業集落排水事業 16億6,001万円 2.6%
林業集落排水事業 1,717万円 0.0%
特定地域生活排水事業 8,376万円 0.1%
個別排水事業 8,768万円 0.1%

総　　額 635億8,680万円 100.0%

区　　分 面　積・金　額
土　　地 451万2,582㎡

建　　物 41万7,378㎡

山　　林 1億3,775万9,361㎡

有価証券 9,914万円

出資による権利 6億574万円

債　　権 6億3,385万円

基　金

現　金 96億5,179万円

土　地 5億2,822万円

現　物 676万円

福祉施設や住宅、下水道の整備などの公共
事業を行う場合に、国や金融機関から長期
の資金を借り入れています。

特別会計とは、公共下水道事業など特定の目的をもって事業を行う場合に、
その収支を明確にするために独立した会計をいいます。

市有財産
の状況

（平成19年9月30日現在）

市債残高
の状況

（平成19年9月30日現在）

特別会計
執行状況

（平成19年9月30日現在）

会計名 予算額 歳入　収入済額  （執行率） 歳出　支出済額 （執行率）
住宅新築資金等貸付事業 560万円 1,093万円（195.2%） 1万円（0.2%）
福祉援護資金貸付事業 280万円 331万円（118.2%） 0万円（0.0%）
土地取得事業 520万円 59万円（11.3%） 59万円（11.3%）
国民健康保険事業（事業勘定） 79億3,015万円 25億5,850万円（32.3%） 33億2,012万円（41.9%）
国民健康保険事業（直診勘定） 4億5,370万円 1億1,077万円（24.4%） 1億8,572万円（40.9%）
老人保健事業 88億6,244万円 33億6,095万円（37.9%） 35億5,177万円（40.1%）
介護保険事業（保険事業勘定） 56億96万円 21億3,074万円（38.0%） 21億8,773万円（39.1%）
介護保険事業
　（介護サービス事業勘定） 1億2,350万円 1,891万円（15.3%） 5,293万円（42.9%）

簡易水道事業 3億7,480万円 5,478万円（14.6%） 1億2,560万円（33.5%）
公共下水道事業 20億9,032万円 1億6,292万円（7.8%） 6億8,025万円（32.5%）
特定環境保全公共下水道事業 8,720万円 992万円（11.4%） 2,232万円（25.6%）
農業集落排水事業 8億4,190万円 4,151万円（4.9%） 2億1,632万円（25.7%）
漁業集落排水事業 6億8,070万円 4,812万円（7.1%） 2億1,637万円（31.8%）
林業集落排水事業 310万円 19万円（6.1%） 89万円（28.7%）
特定地域生活排水事業 5,980万円 257万円（4.3%） 2,166万円（36.2%）
個別排水事業 1,090万円 97万円（8.9%） 162万円（14.9%）
駐車場事業 1,570万円 812万円（51.7%） 737万円（46.9%）

合　　　計 271億4,877万円 85億2,380万円（31.4%） 105億9,127万円（39.0%）

△旧山村船具店保存修理工事
　（浜崎町）
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0 20 40 60 80 100 120

82億309万円（69.5％）

0 20 40 60 80 100 120

30億417万円（39.3％）30億417万円（39.3％）

23億122万円（29.8％）23億122万円（29.8％）

10億467万円（44.9％）

6億6,814万円（21.9％）

5億317万円（13.5％）

9億4,494万円（29.8％）

12億7,819万円（42.8％）

12億1,236万円（27.3％）

830万円（0.3％）

4億9,276万円（20.3％）

5億2,801万円（19.2％）

2億5,660万円（38.4％）

36億7,523万円（62.8％）

82億309万円（69.5％）

（単位：億円）

総務費

民生費

衛生費

農林水産業費

土木費

教育費

その他

歳出 予算額 305億3,694万円
支出済額   97億   450万円

執行率 31.8％
※数値は支出済額

（単位：億円）

市税

地方交付税

国庫支出金

県支出金

使用料及び手数料

市債

その他

歳入 47.1％予算額 305億3,694万円
収入済額 143億7,635万円

執行率
※数値は収入済額

当初予算に 300 億 4,500 万円を計上し、その後２回の
予算補正（9,877 万円）と、これに平成 18 年度からの繰
越明許費（3 億 9,317 万円）を加え、９月末現在で総額
305 億 3,694 万円となりました。９月末における収支
状況は、収入済額 143 億 7,635 万円で執行率 47.1%、
支出済額 97 億 450 万円で執行率 31.8%です。

一般会計
執行状況

■市民生活の安全確保
　大雨により河川が氾濫した場合に迅速
に避難できるよう大井・紫福・須佐地区
の河川洪水ハザードマップを作成し、対
象世帯に全戸配布します。
■生活環境衛生の向上
　容器包装リサイクル法対象資源物の圧
縮・梱包・保管施設、市民へのごみ減
量啓発の拠点となる第二リサイクルセン
ター整備事業を平成17年度から実施し、
平成 20 年３月に完成予定です。
■子育て支援の充実
　夜間勤務を伴う保護者の子育てを支援
するため、今年度から 24 時間保育を民
間保育園に委託して実施しています。
■福祉サービスの充実
　高齢者等の在宅福祉サービス基盤の充
実を図るため、無田ケ原口市営住宅に併
設して、老人デイサービスセンターや生
活支援ハウス等を整備し、今年度中の完
成を目指しています。
■次代の萩を担う人づくり
　次代を担う人材を育成するため、昨年
度に引き続き、中学生５人を英国の語学
研修に派遣するとともに、将来の医師や
看護師、教師を確保するため、奨学金を
支給する大学等進学奨励事業を実施しま
した。
■観光産業の振興
　平成 16 年度に運航を開始した萩八景
遊覧船の利用者の利便性の向上を図るた
め、旧城苑跡地に乗降用の桟橋を設置す
るなど発着場を整備しました。
■景観保全の推進
　萩市にふさわしい景観整備を図るた
め、浜崎地区の電線類地中化をはじめ、
伝統的建造物群保存地区および歴史的
景観保存地区の修理修景補助を引き続き
行っています。

上半期に実施した主な事業
△市営住宅無田ヶ原口団地整備事業、
　無田ヶ原口老人福祉施設整備事業

△旧山村船具店保存修理工事
　（浜崎町）
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出願区分 選抜方法 募集人員 出願期間 試験日 合格発表 入学手続き締切

ＡＯ選抜 面談、提出資料 40人 第１次面談通過通知
受領後１週間以内 － 随時

合格通知書受領
後10日以内

推薦選抜

指定校推薦

面接、書類選考 25人

【第Ⅰ期】
10月22日〜29日

【第Ⅱ期】
1月21日〜2月5日

【第Ⅰ期】
11月3日（土）

【第Ⅱ期】
2月10日（日）

【第Ⅰ期】
11月9日（金）

【第Ⅱ期】
2月15日（金）

専門高校・
総合学科高
校指定推薦

公募推薦 小論文、面接、書類選考 5人

【第Ⅰ期】
11月19日〜12月3日

【第Ⅱ期】
2月18日〜2月26日

【第Ⅰ期】
12月8日（土）

【第Ⅱ期】
3月2日（日）

【第Ⅰ期】
12月14日（金）

【第Ⅱ期】
3月7日（金）

一般選抜
前期日程

学科試験（「国語表現Ⅰ」
「国語総合」より１科目、「英
語Ⅰ」「数学Ⅰ」「数学基礎」
より１科目の合計２科目）、
面接、書類選考

40人 1月15日〜29日 2月3日（日） 2月8日（金）

後期日程 国語基礎力テスト、小論
文、面接、書類選考 20人 3月12日〜24日 3月28日（金） 4月1日（火） 4/3（木）

午後５時まで

大学入試
センター
試験利用

前期日程 大学入試センター試験の
成績、書類選考、面接 5人 1月15日〜29日 【面接日】

2月3日（日） 2月8日（金） 合格通知書受領
後10日以内

後期日程 大学入試センター試験の
成績、書類選考、面接 5人 3月12日〜24日 【面接日】

3月28日（金） 4月1日（火） 4/3（木）
午後５時まで

選 抜 日 程

出願書類の請求・提出先 〒758－8585 萩市椿東浦田5000番地 山口福祉文化大学学務課（24・4012）

2008年度  学生募集!!
■ライフデザイン学部ライフデザイン学科　定員　１４０人
　◎子ども生活学コース　保育に関する知識と技術を身につけ、子育て支援を果たせる人材を育成します。
　◎福祉心理コース　　　自立支援型の社会福祉における心理的ケア支援に役立つ人材を育成します。
　◎健康スポーツコース　ライフステージの状況などに即したスポーツ指導ができる人材を育成します。
　◎福祉環境デザインコース　自立支援型の社会福祉に適応した社会環境を創造する人材を育成します。

　

10
月
27
日
、
山
口
福
祉
文
化
大
学
の

公
開
事
業
と
し
て
、
サ
ン
フ
レ
ッ
チ
ェ

ユ
ー
ス
（
広
島
）
サ
ッ
カ
ー
教
室
が
萩

ス
ポ
ー
ツ
広
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

午
前
中
は
、
１
７
０
人
の
小
学
生
・

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の
子
ど
も
た
ち
が

ユ
ー
ス
選
手
た
ち
の
指
導
や
プ
レ
ー
を

真
剣
な
ま
な
ざ
し
で
見
つ
め
、
大
き
な

声
を
出
し
な
が
ら
練
習
し
ま
し
た
。
ま

た
、
ふ
れ
あ
い
の
時
間
で
は
、
将
来
日

本
代
表
に
な
る
可
能
性
を
秘
め
た
選
手

た
ち
と
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
、
52
人
の
指
導
者
に

コ
ー
チ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、
充△サッカーフェスティバル

△大学祭「喜福祭」

※ＡＯ選抜のエントリー期間は 1 月 31 日まで

実
し
た
１
日
と
な
り
ま
し
た
。

　

28
日
に
は
、
大
学
祭
「
喜
福
祭
」
が

大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
、
映

画「
筆
子
そ
の
愛
ー
天
使
の
ピ
ア
ノ
ー
」

の
上
映
や
公
開
フ
ォ
ー
ラ
ム
、
も
ち
ま

き
、
大
抽
選
会
な
ど
様
々
な
催
し
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
萩
市
の
障
害
福
祉
施
設
に
よ

る
授
産
品
販
売
や
新
川
保
育
園
児
の
子

ど
も
太
鼓
、
萩
市
弓
道
連
盟
の
弓
道
演

武
、
萩
笑キ
ッ
ズ童

の
よ
さ
こ
い
等
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
支
援
・
協
力
に
よ
り
、
会
場

は
１
２
０
０
人
以
上
の
来
場
者
で
賑
わ

い
ま
し
た
。

山口福祉文化大学コーナー

サ
ッ
カ
ー
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
・

大
学
祭
を
開
催



市報HAGI●2007（平成19）年11月15日号1�

【
実
践
の
現
場
か
ら
】

シ
リ
ー
ズ 

健
康
づ
く
り
⑤

健
康
増
進
課　

☎
２
６
・
０
５
０
０

　

楽
し
い
食
体
験
を
通
し
て
、
何
を
、

ど
れ
だ
け
、
ど
の
よ
う
に
食
べ
た
ら
よ

い
か
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

が
家
族
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場

で
あ
る
食
卓
の
役
割
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
食
べ
る
こ
と
が
健
康
な
体
を
つ

く
り
、
健
や
か
な
心
を
育
み
ま
す
。

保
護
者
自
身
が
食
べ
方
を
知
る

　

学
校
で
は
、
子
ど
も
た
ち
の
食
事
に

関
す
る
問
題
点
の
改
善
に
向
け
、
保
護

者
と
一
緒
に
保
護
者
を
啓
発
す
る
様
々

な
活
動
を
実
践
し
て
い
ま
す
。

　

特
に
、「
親
子
給
食
試
食
会
」
で
は
、

子
ど
も
た
ち
の
食
べ
る
量
が
年
々
少
な

く
な
っ
て
き
て
い
る
今
日
、
自
分
の
子

ど
も
が
毎
日
ど
れ
だ
け
食
べ
て
い
る
の

か
を
知
る
た
め
、
家
庭
で
子
ど
も
が

使
っ
て
い
る
食
器
を
持
参
し
、
保
護
者

自
身
が
食
べ
方
に
つ
い
て
考
え
て
い
ま

す
。
１
ク
ラ
ス
ご
と
に
実
施
し
て
い
る

の
で
、
箸
の
持
ち
方
や
使
い
方
に
つ
い

て
も
、
親
と
子
が
同
時
に
指
導
で
き
、

保
護
者
自
身
が
気
付
き
、
改
善
に
つ
な

が
る
い
い
機
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。

当
た
り
前
の
こ
と
を

し
っ
か
り
充
実
さ
せ
る

　

幅
広
い
食
育
活
動
の
展
開
に
よ
り
、

家
族
で
望
ま
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
つ

け
よ
う
と
す
る
保
護
者
が
増
え
て
き
ま

し
た
。
一
旦
身
に
付
い
た
生
活
習
慣
を

改
善
す
る
こ
と
は
容
易
で
は
な
く
、
そ

の
必
要
性
や
危
機
感
を
強
く
持
た
な
け

れ
ば
、
親
も
子
ど
も
も
生
活
習
慣
を
改

善
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
学
校
か

ら
家
庭
へ
の
呼
び
か
け
だ
け
で
な
く
、

保
護
者
か
ら
家
庭
へ
の
呼
び
か
け
を

も
っ
と
増
や
し
て
い
け
る
よ
う
な
支
援

が
で
き
た
ら
と
思
い
ま
す
。

　

生
活
習
慣
は
、
す
べ
て
の
教
育
活
動

の
基
盤
を
形
成
す
る
も
の
で
す
。
基
本

的
な
生
活
習
慣
の
確
立
に
向
け
て
、
全

教
職
員
で
「
当
た
り
前
の
こ
と
を
し
っ

か
り
充
実
さ
せ
る
」
取
り
組
み
を
続
け

て
い
き
ま
す
。

食
べ
物
で
体
を
つ
く
り

食
べ
方
で
心
を
つ
く
る

健
康
は
ぎ
21
萩
市
保
健
計
画
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
委
員

　

野
村
京
子
（
椿
東
小
学
校
栄
養
教
諭
）

【
相
談
】

　

日
用
品
を
安
価
で
販
売
す
る
と
言
わ

れ
、
近
所
の
仮
設
店
舗
に
行
っ
た
。
仮

設
店
舗
で
白
衣
を
着
た
男
性
か
ら
、
健

康
食
品
を
続
け
て
飲
め
ば
、
肌
が
き
れ

い
に
な
り
体
質
改
善
に
つ
な
が
る
と
言

わ
れ
１
年
分
契
約
し
た
。
１
か
月
間
飲

み
続
け
た
が
、
効
果
が
な
い
の
で
解
約

し
た
い
。

【
ア
ド
バ
イ
ス
】

　

無
料
ま
た
は
安
価
で
日
用
品
を
販
売

す
る
と
言
っ
て
仮
設
店
舗
な
ど
の
閉
め

切
っ
た
会
場
に
消
費
者
を
誘
引
し
て
会

場
内
を
盛
り
上
げ
、
冷
静
な
判
断
が
で

き
な
く
な
っ
た
と
こ
ろ
で
高
額
な
商
品

を
契
約
さ
せ
る
販
売
方
法
は
、催
眠（
Ｓ

Ｆ
）
商
法
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

催
眠
商
法
で
健
康
食
品
等
を
購
入
し

た
場
合
、
契
約
書
面
を
受
け
取
っ
た

日
か
ら
８
日
以
内
で
あ
れ
ば
ク
ー
リ
ン

グ
・
オ
フ
で
き
ま
す
。
期
間
を
過
ぎ

て
い
て
も
、
販
売
方
法
な
ど
に
問
題
が

あ
る
と
き
は
、
解
約
で
き
る
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
早
め
に
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
相
談
し
て
く
さ
い
。

　

健
康
食
品
に
関
す
る
ト
ラ
ブ
ル
は
、

催
眠
商
法
や
訪
問
販
売
な
ど
店
舗
以
外

の
場
所
で
販
売
さ
れ
る
場
合
が
多
く
、

何
年
分
も
の
商
品
を
一
度
に
購
入
し
た

な
ど
の
相
談
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。
健
康
食
品
は
医
薬
品
で
は
な
く
、

あ
く
ま
で
も
食
品
で
す
か
ら
、
病
気
が

治
療
で
き
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

広
告
の
文
句
や
他
人
の
言
葉
に
左
右
さ

れ
、
安
易
に
購
入
す
る
こ
と
の
な
い
よ

う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

萩
市
消
費
者
セ
ミ
ナ
ー

　

健
康
食
品
を
使
用
す
る
際
の
注
意
点

や
購
入
す
る
際
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
習
し

ま
す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と
き　

11
月
27
日
（
木
）
午
後
１
時
〜

２
時
30
分

と
こ
ろ　

川
上
公
民
館

※
市
役
所
か
ら
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
を
用
意

し
ま
す
。

演
題　
「
健
康
食
品
と
正
し
く
つ
き
あ

お
う
」

講
師　

森
本
佳
枝（
山
口
県
薬
剤
師
会
）

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
（
２
５
・
０
９
９
９
）

正
し
く
知
ろ
う
！
健
康
食
品

消費生活コーナー
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12
月
は
市
税
等
の

「
滞
納
整
理
強
化
月
間
」

　

市
で
は
、
市
税
や
国
民
健
康
保

険
料
、
介
護
保
険
料
、
保
育
料
の

滞
納
解
消
の
た
め
、
12
月
を
「
市

税
等
滞
納
整
理
強
化
月
間
」
と
し

て
、12
月
の
第
３
日
曜
日
（
16
日
）

に
「
休
日
の
納
付
催
告
」
を
行
い

ま
す
。
も
う
一
度
、
市
税
等
の
納

税
通
知
書
や
納
入
通
知
書
を
確
認

し
て
、
納
期
限
が
過
ぎ
て
い
る
も

の
は
す
ぐ
に
納
め
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
病
気
や
け
が
、
そ
の
他

の
事
情
で
納
め
る
こ
と
が
で
き
な

い
方
は
、
早
め
に
収
納
課
へ
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
が
過
ぎ
る
と
、
督
促
料

や
延
滞
金
が
加
算
さ
れ
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
納
付
に
誠
意

の
な
い
方
に
つ
い
て
は
、
不
動
産

や
給
料
、
預
貯
金
や
動
産
な
ど
の

差
し
押
さ
え
を
実
施
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※
市
税
等
の
納
付
に
は
、
納
め
忘

れ
も
な
く
便
利
な
口
座
振
替
を
推

進
し
て
い
ま
す
。
最
寄
り
の
金
融

機
関
ま
た
は
収
納
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課　
　
（
２
５
・
３
２
０
９
）

国
民
健
康
保
険
料
の
納
付

書
（
下
半
期
分
）
を
発
送

　

国
民
健
康
保
険
料
を
納
付
書
で

納
め
ら
れ
る
方
に
、
平
成
19
年
度

下
半
期
分
（
６
期
〜
10
期
）
の
納

付
書
を
11
月
９
日
に
送
付
し
ま
し

た
。
国
民
健
康
保
険
制
度
を
紹
介

し
た
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
（
こ
ん
に
ち

は
国
保
で
す
）を
同
封
す
る
た
め
、

大
き
な
封
筒
（
Ａ
４
サ
イ
ズ
）
で

送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
既
に
納
付
済
み
の
方
、

口
座
振
替
の
方
に
は
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
み
送
付
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

税
務
課
保
険
料
係

（
２
５
・
３
７
８
１
）

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
す

　

須
佐
地
域
と
大
井
地
区
で
、
災

害
を
想
定
し
た
防
災
訓
練
を
行
い

ま
す
。
訓
練
の
開
始
や
終
了
を
、

防
災
無
線
、
消
防
車
両
、
出
張
所

放
送
施
設
等
で
お
知
ら
せ
し
ま
す

の
で
、
緊
急
事
態
と
お
間
違
え
の

な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

○
須
佐
地
域
総
合
防
災
訓
練

■
と
き　

11
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

須
佐
総
合
事
務
所
北

側
駐
車
場
、
鈴
野
川
小
学
校
グ
ラ

ウ
ン
ド
、
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

す
さ
苑
前
広
場

■
内
容　

避
難
・
誘
導
、
初
期
消

火
、
煙
中
体
験
、
心
肺
蘇
生
法
、

炊
き
出
し
訓
練
な
ど

不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

机
・
椅
子　

庭
石　

ビ
デ
オ
デ
ッ
キ

ひ
な
人
形　

石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー

食
卓
台　

ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド　

座
椅
子

園
児
服
（
夏
）　

扇
風
機　

植
木
鉢

乗
用
ト
ッ
プ
カ
ー　

ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト

五
月
人
形　

ス
キ
ー
板
・
キ
ャ
リ
ア

電
子
ピ
ア
ノ　

掲
示
板　

レ
コ
ー
ド

萩
市
史
（
２
・
３
巻
）　

布
団
・
毛
布

幼
児
歩
行
器　

収
納
Ｂ
Ｏ
Ｘ　

ク
ー

ハ
ン（
赤
ち
ゃ
ん
を
運
ぶ
籐
製
の
籠
）

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

パ
ソ
コ
ン　

ワ
ー
プ
ロ　

机
・
椅
子

ピ
ア
ノ
の
椅
子　

着
物　

金
庫

テ
レ
ビ　

ミ
シ
ン　

原
付
バ
イ
ク　

椅
子
式
あ
ん
ま
機　

も
の
ほ
し
台

ベ
ビ
ー
カ
ー　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル　

自
転
車

◆
登
録
は
６
か
月
間
。登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。希
望

者
は
、広
報
課（
２
５
・
３
１
７
８
）へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合

や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

須
佐
総
合
事
務
所
地
域
振
興
課

（
０
８
３
８
７
・
６
・
２
２
１
１
）

○
大
井
地
区
河
川
洪
水
避
難
訓
練

■
と
き　

11
月
25
日
（
日
）
午
前

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

大
井
公
民
館

■
内
容　

避
難
・
誘
導
、
防
災
講

習
、
応
急
手
当
な
ど

問
い
合
わ
せ

防
災
・
安
全
課（
２
５
・
３
８
０
８
）

松
陰
神
社
前
駐
車
場

12
月
７
日
オ
ー
プ
ン

　

現
在
山
口
県
が
工
事
を
行
っ
て

い
る
松
陰
神
社
前
駐
車
場
が
、
12

月
７
日
（
金
）
正
午
か
ら
利
用
で

き
ま
す
。

　

駐
車
料
金
に
つ
い
て
は
、
普

通
車
は
無
料
で
す
が
、
大
型
車

（
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
含
む
）
は
１
回

５
０
０
円
で
す
。

問
い
合
わ
せ

都
市
計
画
課
（
２
５
・
３
１
０
４
）

人
権
啓
発
ポ
ス
タ
ー
展

　

人
権
週
間
を
前
に
、
山
口
県
が

募
集
し
た
人
権
啓
発
に
係
る
児
童

生
徒
の
ポ
ス
タ
ー
の
入
賞
作
品
を

展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
22
日
（
木
）
〜
29

日
（
木
）

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー

■
入
賞
作
品　

23
点
（
う
ち
萩
市

か
ら
７
点
）

問
い
合
わ
せ
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・
萩
市
江
崎
３
３
２
番
地
１

・
募
集
区
画　

４
区
画

・
面
積　

７
・
50
㎡

・
永
代
使
用
料
18
万
５
０
０
０
円

■
応
募
資
格　

次
の
す
べ
て
を
満

た
す
方

①
萩
市
に
本
籍
ま
た
は
住
所
を
有

す
る

②
祭
事
を
主
宰
す
る

③
他
に
墳
墓
の
場
所
を
得
る
こ
と

が
で
き
な
い

④
一
年
以
内
に
使
用
す
る

■
必
要
書
類　

埋
火
葬
許
可
証
ま

た
は
焼
骨
の
所
在
を
証
明
す
る
書

類
、
萩
市
に
住
所
の
な
い
方
は
戸

籍
謄
本

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
申
込
方
法　

12
月
28
日
ま
で

に
、
田
万
川
総
合
事
務
所
市
民
生

活
課
備
え
付
け
の
申
込
用
紙
を
提

出
申
し
込
み

田
万
川
総
合
事
務
所
市
民
生
活
課

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
３
０
１
）

海
砂
を
一
般
競
争
入
札
で

売
却
し
ま
す

■
海
砂　

１
７
０
０
㎥

■
引
渡
場
所　

西
ノ
浜
（
堀
内
）

■
申
込
期
間　

11
月
15
日
〜
28
日

（
28
日
は
午
後
４
時
30
分
ま
で
）

出
張
所

問
い
合
わ
せ

企
画
課
統
計
係（

２
５
・
３
４
３
１
）

山
口
県
統
計
協
会 

個
人
会
員

　

統
計
に
親
し
み
理
解
を
深
め
て

い
た
だ
く
た
め
、
法
人
・
学
校
会

員
に
加
え
て
、
新
た
に
個
人
会
員

を
募
集
し
ま
す
。

■
会
費　

年
額
１
０
０
０
円

■
会
員
特
典　

県
民
手
帳
、
統
計

カ
レ
ン
ダ
ー
、
協
会
広
報
誌
「
統

計
だ
よ
り
」
な
ど
統
計
刊
行
物
を

お
届
け
し
ま
す
。

■
申
込
方
法　

企
画
課
ま
た
は
各

総
合
事
務
所
地
域
振
興
課
備
え
付

け
の
申
込
書
を
山
口
県
統
計
協
会

へ
Ｆ
Ａ
Ｘ

※
申
込
書
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://w
w

w
3.ocn.ne.jp/~y-

toukei/　
申
し
込
み

山
口
県
統
計
協
会（
０
８
３
・
９
３

４
・
３
１
１
０
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
）

市
営
墓
地
使
用
者

■
船ふ
な
か
く
し
つ
い
じ

隠
築
地
墓
地
（
甲
）

福
祉
課
人
権
推
進
室

（
２
５
・
３
１
３
１
内
線
２
８
４
）

山
口
県
民
手
帳
を
販
売

　

山
口
県
内
の
お
祭
り
な
ど
の
行

事
予
定
を
は
じ
め
、
人
口
や
面
積

な
ど
の
統
計
デ
ー
タ
、
県
内
の
地

図
、
県
の
シ
ン
ボ
ル
（
鳥
や
花
な

ど
）、
各
種
相
談
窓
口
や
郵
便
番

号
一
覧
な
ど
、
日
常
生
活
に
役
立

つ
情
報
を
満
載
し
た
手
帳
で
す
。

■
発
売
日　

11
月
15
日
（
木
）

■
価　

格　

４
８
０
円

■
販
売
所　

市
役
所
案
内
係
、
各

総
合
事
務
所
地
域
振
興
課
、支
所
・

問い合わせ　企画課（２５・３５６９）

と　き 校区・地区 会　場

11月19日㈪ むつみ むつみ農村環境改善
センター

■時間　午後７時〜９時

萩・タウンミーティング
〜市長との対話の集会〜

※
入
札
説
明
書
は
監
理
課
で
配
布

し
ま
す
。
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
入
札
日　

11
月
30
日
（
金
）
午

後
２
時

■
入
札
会
場　

市
役
所
本
庁
大
会

議
室問

い
合
わ
せ

・
物
件
に
関
す
る
こ
と

漁
港
漁
村
課
（
２
５
・
３
４
０
９
）

・
入
札
に
関
す
る
こ
と

監
理
課　
　
（
２
５
・
３
４
７
４
）

萩
市
子
ど
も
会
イ
ン
リ
ー

ダ
ー
養
成
研
修
会（
第
３
期
）

　

共
同
生
活
を
通
じ
て
、
子
ど
も

会
活
動
の
創
造
的
な
リ
ー
ダ
ー
の

養
成
を
め
ざ
し
ま
す
。
他
校
の
子

ど
も
た
ち
と
交
流
し
、
楽
し
い

思
い
出
と
仲
間
を
つ
く
り
ま
し
ょ

う
。

■
と
き　

12
月
15
日
（
土
）
午
後

１
時
〜
16
日
（
日
）
午
後
２
時
30

分
（
１
泊
２
日
）

■
と
こ
ろ　

萩
青
年
の
家

■
内
容　

連
凧
づ
く
り
・
連
凧
揚

げ
に
挑
戦
、
室
内
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
、
も
ち
つ
き
等

■
対
象
者　

小
学
校
４
〜
６
年
生

■
定
員　

80
人

■
参
加
料　

２
０
０
０
円
（
食
事

代
等
）

■
主
催　

萩
市
子
ど
も
会
育
成
連

合
会

■
申
込
方
法　

11
月
22
日
ま
で

に
、
各
地
区
の
子
ど
も
会
育
成
会

長
へ問

い
合
わ
せ

生
涯
学
習
課
（
２
６
・
５
６
３
６
）

Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ
う
博

物
館 

新
規
会
員

　

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
づ
く
り
に

参
加
し
ま
せ
ん
か
。

■
主
な
活
動

・
萩
博
物
館
の
ガ
イ
ド
や
案
内

・
萩
博
物
館
学
芸
班
の
サ
ポ
ー
ト

（
海
洋
、
民
俗
、
歴
史
、
天
文
）

・
昔
の
お
も
ち
ゃ
で
遊
ぶ
広
場
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
の
企
画

・
萩
の
お
た
か
ら
の
再
発
見
、
リ

ス
ト
化
、
活
用
、
情
報
発
信

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
運
営

・
萩
の
都
市
遺
産
に
つ
い
て
の
研

修
会
や
講
演
会
な
ど
の
開
催

■
会
費　

入
会
金
１
０
０
０
円
、

年
会
費
２
０
０
０
円

※
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

申
し
込
み

萩
博
物
館
内
Ｎ
Ｐ
Ｏ
萩
ま
ち
じ
ゅ

う
博
物
館
（
２
５
・
３
１
７
７
）
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納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を

ご
利
用
の
方
は
、
11
月
30
日
に
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促

料
や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課　
　
（
２
５
・
３
５
７
５
）

11
月
は
、

国
民
健
康
保
険
料
、
介
護
保

険
料
の
第
６
期
納
期
で
す

社
会
福
祉
法
人 

萩
市
社
会

福
祉
事
業
団 

職
員

■
募
集
職
種

①
管
理
栄
養
士
１
人

②
看
護
師
ま
た
は
准
看
護
師
１
人

■
資
格　

管
理
栄
養
士
、
看
護
師

ま
た
は
准
看
護
師
資
格
取
得
者

※
経
験
者
は
優
遇
し
ま
す
。

■
採
用
日　

平
成
20
年
４
月
予
定

■
待
遇　

当
施
設
規
定
に
よ
る
職

務
手
当
、
昇
給
年
１
回
、
賞
与
年

２
回
４
か
月
分
（
人
事
考
課
に
よ

り
増
減
あ
り
）

■
休
日
等　

年
間
約
１
２
０
日
、

有
給
休
暇
、
特
別
有
給
休
暇
制
度

（
冠
婚
葬
祭
時
等
）

■
申
込
方
法　

11
月
30
日
ま
で

に
、市
販
の
履
歴
書
（
写
真
貼
付
）

と
資
格
証
明
の
写
し
を
萩
市
社
会

福
祉
事
業
団
へ
郵
送（
消
印
有
効
）

ま
た
は
持
参

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
６
１
萩
市
椿

３
４
６
０
番
地
２　

社
会
福
祉
法

人
萩
市
社
会
福
祉
事
業
団
総
務
課

（
２
４
・
４
１
１
１
）
中
原

県
営
住
宅
入
居
者

■
入
居
時
期　

い
ず
れ
も
１
月
下

旬
以
降

■
入
居
要
件　

次
の
要
件
を
す
べ

て
満
た
し
て
い
る
方
（
外
国
人
の

入
居
希
望
者
を
含
む
）

①
住
宅
困
窮
者

②
同
居
親
族
が
あ
る
（
内
縁
関
係

に
あ
る
方
と
婚
約
者
を
含
む
）

③
収
入
基
準
に
適
合
し
て
い
る

（
基
準
は
一
般
世
帯
20
万
円
以

下
、
高
齢
者
・
障
害
者
等
の
世
帯

26
万
８
０
０
０
円
以
下
）

※
現
在
、
県
外
に
住
所
ま
た
は
勤

務
先
が
あ
る
方
も
、
①
〜
③
の
す

べ
て
の
要
件
を
備
え
て
い
る
場

合
、
申
し
込
み
で
き
ま
す
。

■
募
集
期
間　

11
月
20
日
〜
30
日

（
消
印
有
効
）

■
申
込
方
法　

山
口
県
住
宅
供
給

公
社
、
萩
土
木
建
築
事
務
所
、
市

の
建
築
課
備
え
付
け
の
申
込
書
を

山
口
県
住
宅
供
給
公
社
へ
郵
送

申
し
込
み

山
口
県
住
宅
供
給
公
社

（
０
８
３
・
９
３
４
・
２
０
０
４
）

オ
ス
ト
メ
イ
ト
の
集
い

　

オ
ス
ト
メ
イ
ト
（
直
腸
・
膀ぼ
う
こ
う胱

機
能
障
害
の
方
）
と
、
そ
の
家
族

の
集
い
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
21
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
正
午

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○萩市中小企業勤労者小口資金
■貸付対象者　次のすべての要件を備えている中小企業勤労者
　①市内に１年以上居住し、同一事業所に１年以上勤務している方
　②市税を完納している方　③返済能力のある方
　※事業主と同一生計の勤労者で、当該事業主の経営する企業に
　勤務する方は貸付対象となりません。
■貸付条件　

■保証人　不要（ただし、勤続１年未満の方は保証人２人必要）
■保証料　保証機関の定める保証料が別途必要
○萩市中小企業労働者生活資金
■貸付対象者　市内中小企業の勤労者で、同一事業所に１年以上
　勤務しており、市税を完納している方
■貸付条件

■保証人　１人以上必要
■保証料　保証機関の定める保証料が別途必要 ( ハートピア共済
　加入者については、萩市勤労福祉共済会が負担 )
■申込先　いずれも中国労働金庫萩支店

問い合わせ
　商工課（２５・３１０８）、中国労働金庫萩支店（２２・１２２５）

資金名 貸付限度額 貸付期間 貸付利率
大学教育資金 300万円 10年以内 2.5%
育児・介護休業資金 100万円 ５年以内 2.0%
冠婚葬祭・療養資金 100万円 ４年以内 2.5%
災害資金 100万円 ４年以内 2.5%
生活向上資金 70万円 ３年以内 2.5%

資金名 貸付限度額 貸付期間 貸付利率
大学進学資金 100万円 5年以内 2.5%
その他生活資金 70万円 3年以内 2.5%

勤労者のための貸付制度

住宅名 募集区
分戸数 間取り 家賃 駐車場

使用料

無田ヶ原 一般
１戸 ３DK 2万1,500円〜

4万7,100円　 900円

中津江 一般
１戸 ２DK 2万100円〜

4万4,300円　 600円

中津江 優先
１戸 ２DK 1万7,600円〜

3万8,700円　 600円

■住宅名・家賃等
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■
内
容　

ス
ト
ー
マ
外
来
で
よ
く

み
る
皮
膚
ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
の

情
報
交
換
、
商
品
説
明
と
展
示

■
講
師　

山
本
眞
理
子
（
都
志
見

病
院
看
護
部
長
）、三
浦
和
美
（
同

病
院
看
護
師
）

■
対
象
者　

萩
市
・
長
門
市
・
阿

武
町
在
住
の
方

■
主
催　

日
本
オ
ス
ト
ミ
ー
協
会

山
口
県
支
部
萩
地
区

問
い
合
わ
せ

萩
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
２
２
・
２
２
８
９
）

家
事
家
計
講
習
会

　

家
計
簿
で
わ
が
家
に
あ
っ
た
暮

ら
し
を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
。

■
と
き　

11
月
21
日
（
水
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
内
容　

温
暖
化
対
策
を
考
え
た

地
球
に
も
家
庭
に
も
優
し
い
、
家

計
簿
記
帳
の
講
習

■
参
加
料　

３
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
友
の
会
（
２
２
・
０
３
９
１
）

中
原

地
域
子
育
て
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト

　

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
育
て

る
を
テ
ー
マ
に
、
む
つ
み
と
福
栄

地
域
、川
上
と
旭
地
域
が
合
同
で
、

子
育
て
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

◎
む
つ
み
・
福
栄
地
域

■
と
き　

11
月
29
日
（
木
）
午
後

１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

福
栄
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
（
福
川
公
民
館
）

■
講
演
「
子
ど
も
の
幸
せ 

親
の
幸

せ
」、
演
習
「
絵
本
の
読
み
、
会
話

の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
を
目
指
そ
う
」

■
講
師　

国
広
勝
代
（
山
口
福
祉

文
化
大
学
教
授
）

■
主
催　

萩
市
教
育
委
員
会

申
し
込
み

11
月
26
日
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）、
む
つ
み
地

域
事
務
所
（
０
８
３
８
８
・
６
・
０

２
３
６
）、
福
川
公
民
館
（
５
２
・

０
０
２
９
）
へ

◎
川
上
・
旭
地
域

■
と
き　

12
月
５
日
（
水
）
午
後

７
時
〜
９
時
30
分

■
と
こ
ろ　

川
上
公
民
館

■
講
演
「
子
ど
も
の
問
題
に
向
き

合
う
〜
い
じ
め
・
非
行
・
不
登
校
・

ひ
き
こ
も
り
を
中
心
に
」、
演
習

「
子
ど
も
を
閉
じ
さ
せ
な
い
た
め

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」

■
講
師　

八や
ひ
ろ尋
茂し
げ
き樹
（
山
口
福
祉

文
化
大
学
）

■
主
催　

萩
市
教
育
委
員
会

日 開議 日　程

29日（木）　 14：00 ①会期の決定、②諸報告、
③議案上程

30日（金）　 10：00 ①議案質疑
②議員提出議案、請願

3日（月）〜
5日（水）　 10：00 一般質問

6日（木）〜
7日（金）　 10：00 各特別委員会

10日（月）〜
11日（火）　 10：00 各常任委員会

13日（木）　 14：00 委員長報告・質疑・
討論・表決

萩市議会12月定例会
■と　き　11月29日（木）〜12月13日（木）
■ところ　萩市議会議場

※議会は傍聴することができます。
※日程は変更になることがあります。

問い合わせ  議会事務局（２５・３１４４）

申
し
込
み

11
月
28
日
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）、
川
上
公
民

館
（
５
４
・
２
４
９
１
）、
旭
地
域

事
務
所
（
５
５
・
０
０
１
４
）
へ

認
知
症
フ
ォ
ー
ラ
ム

〜
認
知
症
に
な
っ
て
も
幸
せ
に
暮

ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
〜

■
と
き　

12
月
１
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
基
調
講
演
「
ボ
ケ
症
状
を
示
す

『
治
る
病
気
』
︱
高
齢
者
『
ボ
ケ

症
状
』
の
落
と
し
穴
」

■
講
師　

八や

ぎ

た
木
田
眞ま
さ
み
つ光（

萩
慈
生

病
院
長
）

※
事
例
紹
介
・
意
見
交
換
会
も
行

い
ま
す
。

主
催
・
問
い
合
わ
せ

認
知
症
に
な
っ
て
も
幸
せ
に
暮
ら

せ
る
ま
ち
づ
く
り
実
行
委
員
会
事

務
局
（
２
２
・
０
９
３
２
）
渡
辺

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー

◎
乳
幼
児
セ
ミ
ナ
ー

■
と
き　

12
月
６
日
（
木
）
午
前

10
時
〜
正
午　

   
■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
演
題　
「
親
子
で
楽
し
い
お
や

つ
づ
く
り
」

■
講
師　

三
浦
康
代
（
管
理
栄
養

士
）　

■
対
象
者　

乳
幼
児
と
そ
の
保
護

者
（
託
児
あ
り
）

■
参
加
料　

材
料
費
実
費
（
当
日

徴
収
）

申
し
込
み

11
月
30
日
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）
へ

◎
お
じ
い
ち
ゃ
ん
＆
お
ば
あ
ち
ゃ

ん
セ
ミ
ナ
ー

　

両
親
の
共
働
き
が
増
加
し
て
い

る
現
在
、
学
校
や
幼
稚
園
・
保
育

園
な
ど
か
ら
帰
宅
し
た
時
、
祖
父

母
が
子
ど
も
た
ち
と
接
す
る
時
間

や
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。「
祖
父
母
の
立
場
か
ら
の
子

育
て
（
孫
育
て
）」
を
考
え
ま
す
。

■
と
き　

12
月
14
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
11
時
30
分　

   

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
演
題　
「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
子
育
て
、孫
育
て
」

■
講
師　

石
橋
剛つ
よ
し（

萩
養
護
学
校

教
諭
、
学
校
心
理
士
）　　

■
対
象
者　

幼
児
・
小
中
学
生
の

祖
父
母
お
よ
び
保
護
者

申
し
込
み

12
月
10
日
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）
へ
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萩市の行政番組
（ケーブルテレビ）放送予定

萩市の行政番組
（ケーブルテレビ）放送予定

★毎週木曜放映、金曜再放送

◆マイたうん萩（10 分間）
•11月15日放送　地上デジタル放送
•11月22日放送　後期高齢者医療制度
•11月29日放送　景観計画

問い合わせ　広報課（２５・３１７８）

ナ
イ
ト
ク
ッ
キ
ン
グ

■
と
き　

12
月
14
日
（
金
）
午
後

７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

■
内
容　

ブ
リ
・
サ
バ
フ
グ
料
理

■
対
象
者　

中
学
生
以
上

■
持
参
品　

エ
プ
ロ
ン
、ふ
き
ん
、

包
丁
等

■
参
加
料　

５
０
０
円

■
定
員 

30
人
（
先
着
順
）

主
催
・
申
し
込
み

12
月
11
日
ま
で
に
、
中
央
公
民
館

（
２
５
・
３
５
１
１
）
へ

外
国
人
と
楽
し
む

ク
リ
ス
マ
ス
パ
ー
テ
ィ
ー

　

外
国
人
と
日
本
人
が
交
流
し
、

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
す
。

■
と
き　

12
月
8
日
（
土
）
午
後

０
時
30
分
〜
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
参
加
料　

５
０
０
円（
軽
食
代
）

■
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
も
募

集
し
て
い
ま
す
。

■
申
込
方
法　

11
月
30
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
ま

た
は
メ
ー
ル

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
６
１
萩
市
椿
２

９
６
２　

萩
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ク
ラ
ブ
（
０
９
０
・
７
７
７
８
・
５

７
５
９
）
野
村
、
E
メ
ー
ル

noum
u@

d8.dion.ne.jp

山
口
県
知
的
障
害
者
更
生

相
談
所
の
巡
回
相
談

■
と
き　

11
月
30
日
（
金
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

療
育
手
帳
相
談
、
年
金

相
談
等

■
対
象
者　

知
的
障
害
の
あ
る
18

歳
以
上
の
方

■
相
談
員　

知
的
障
害
者
福
祉

司
、
精
神
科
医
師
等

■
持
参
品　

療
育
手
帳
、
身
体
障

害
者
手
帳
、
障
害
基
礎
年
金
証
書

等
申
し
込
み

11
月
20
日
ま
で
に
、福
祉
課（
２
５

・
３
５
２
３
）
へ

司
法
書
士
サ
ラ
金
・
ヤ
ミ

金
無
料
電
話
相
談

■
と
き　

12
月
１
日
（
土
）、
平

成
20
年
１
月
12
日
（
土
）
午
前
10

時
〜
午
後
４
時

■
内
容　

消
費
者
金
融
、
信
販
会

社
、
銀
行
等
へ
の
月
々
の
返
済
に

お
困
り
の
方
に
、
具
体
的
な
問
題

解
決
に
向
け
た
債
務
整
理
手
続
の

紹
介
等
の
ア
ド
バ
イ
ス

■
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル

０
１
２
０
・
０
０
３
・
８
２
１

問
い
合
わ
せ

山
口
県
青
年
司
法
書
士
協
議
会

（
０
８
３
５
・
２
２
・
６
５
３
３
）

む
つ
み
縦
走
駅
伝
大
会
に

ご
声
援
を

■
と
き　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

▽
ス
タ
ー
ト
時
間　

高
校
、
一
般

男
：
午
前
11
時
、
中
学
校
男
・
女
、

一
般
女
：
11
時
20
分

■
コ
ー
ス　

む
つ
み
地
域
（
ス

タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
＝
む
つ
み
Ｂ
＆

Ｇ
海
洋
セ
ン
タ
ー
）

■
部
門　

中
学
校
男
・
女
、
高
校
、

一
般
男
・
女
の
５
部
門
33
チ
ー
ム

■
主
催　

萩
市
教
育
委
員
会

問
い
合
わ
せ

む
つ
み
地
域
事
務
所　
　
　
　
　

　
（
０
８
３
８
８
・
６
・
０
２
３
６
）

明
木
地
区
農
業
文
化
祭

■
と
き　

11
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

旭
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー

■
内
容　

魚
の
つ
か
み
ど
り
、
バ

ザ
ー
、
ス
テ
ー
ジ
発
表

■
主
催　

明
木
地
区
農
業
文
化
祭

①スッ飛び東京（10 日前までに予約）32,800 円〜
（往復飛行機 + １泊朝食、G クラスホテル）

②スッ飛び関西（10 日前までに予約）27,800 円〜
（往復飛行機 + １泊朝食、F クラスホテル）

③旅割（28日前までに予約）東京16,200円（片道）

□大阪便
大阪 萩・石見空港  大阪
出発 到着 出発 到着

16：00 ⇒ 17：05 17：30 ⇒ 18：30

▷ ▷

□東京便
東京 （大阪） 萩・石見空港  （大阪）  東京
出発 到着 出発 到着
7：20 ⇒ 9：05 9：35 ⇒ 10：55

14：00 着15：00 17：05 17：30 着18：30 20：10発16：00 発19：00

▷ ▷ ▷ ▷

萩・石見空港をご利用ください！
東京・関西への旅行・出張には、
便利でお得な「スッ飛び」「旅割」をご利用ください。

■問い合わせ　観光課（25・3139）



市報HAGI●2007（平成19）年11月15日号��

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

明
木
公
民
館
（
５
５
・
０
０
０
１
）

萩
往
還さ

さ
な
み 
お
い
で
ん
祭さ

い

■
と
き　

11
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

旭
活
性
化
セ
ン

タ
ー
、
Ｊ
Ａ
あ
ぶ
ら
ん
ど
萩
佐
々

並
支
所
前
広
場

■
内
容　

お
菓
子
の
つ
か
み
取

り
、
ロ
ン
グ
巻
寿
司
大
会
、
バ

ザ
ー
、
ロ
ー
プ
登
は
ん
訓
練
、
公

民
館
教
室
作
品
展
示
等

■
主
催　

佐
々
並
文
化
祭
実
行
委

員
会問

い
合
わ
せ

佐
々
並
公
民
館（

５
６
・
０
０
０
８
）

光
塩
バ
ザ
ー

■
と
き　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

午
前
９
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

萩
光
塩
学
院

■
内
容　

光
塩
ビ
ス
ケ
ッ
ト
・
飴

の
販
売
、
食
堂
、
ゲ
ー
ム
、
手
芸

作
品
販
売
等

問
い
合
わ
せ

萩
光
塩
学
院
（
２
２
・
０
７
８
２
）

阿
武
川
流
域

森も

り林
だ
く
さ
ん
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
25
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

森
の
館
萩（
福
井
下
、

阿
武
萩
森
林
組
合
）

■
内
容　

木
工
教
室
、
椎
茸
駒
打

ち
体
験
、丸
太
早
切
り
競
争
、チ
ェ

ン
ソ
ー
ア
ー
ト
、
阿
武
川
流
域
良

質
材
展
示
会
、
も
ち
ま
き
な
ど

■
主
催　

萩
地
域
林
業
振
興
会
連

絡
協
議
会

問
い
合
わ
せ

山
口
県
萩
農
林
事
務
所
森
林
部

（
２
２
・
３
３
６
６
）

シ
ク
ラ
メ
ン
フ
ェ
ア

■
と
き　

12
月
１
日
（
土
）、
２

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

（
２
日
は
午
後
３
時
ま
で
）

■
と
こ
ろ　

道
の
駅
「
ハ
ピ
ネ
ス

ふ
く
え
」

■
内
容　

シ
ク
ラ
メ
ン
の
Ｐ
Ｒ
・

販
売
、
お
楽
し
み
抽
選
会
、
大
板

山
た
た
ら
太
鼓
演
奏
、
レ
ス
ト
ラ

ン
特
別
メ
ニ
ュ
ー
販
売
、
出
店

■
主
催　

シ
ク
ラ
メ
ン
フ
ェ
ア
実

行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

萩
阿
西
商
工
会
福
栄
支
所

（
５
２
・
０
４
５
７
）

犯
罪
被
害
者
週
間

コ
ン
サ
ー
ト
in
萩

広
げ
よ
う
！
被
害
者
支
援
の
輪

■
と
き　

12
月
１
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

県
警
音
楽
隊
演
奏
、ハ
ー

ト
ラ
イ
ン
や
ま
ぐ
ち
活
動
報
告
、

被
害
者
権
利
宣
言
・
支
援
宣
言

主
催
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
被
害
者
支
援
セ
ン

タ
ー 

ハ
ー
ト
ラ
イ
ン
や
ま
ぐ
ち

（
０
８
３
・
９
７
４
・
５
１
１
５
）

リ
ル
・
レ
イ
・
ダ
ン
ス
ス
タ

ジ
オ
ラ
イ
ブ 

ｖ
ｏ
ｌ
．
７

　

〜
愛
が
あ
れ
ば
い
い
〜

■
と
き　

12
月
９
日
（
日
）
午
後

４
時
〜
６
時
（
開
場
３
時
30
分
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

ダ
ン
ス
メ
ド
レ
ー
「
ダ

ン
シ
ン
グ
・
エ
ア
」、
ザ
・
ビ
ー
ト

ル
ズ・メ
ロ
デ
ィ
「
オ
ー
ル・ウ
ィ
ー・

ニ
ー
ド
・
イ
ズ
・
ラ
ブ
」

■
構
成
・
演
出
・
振
付　

レ
イ
コ

■
入
場
料　

２
０
０
０
円
、
中
学

生
以
下
１
５
０
０
円

※
当
日
は
５
０
０
円
増
し

■
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
所　

ア
ト
ラ
ス

萩
店
、
サ
ン
リ
ブ
萩

　

評
論
家
の
江
え
さ
か
あ
き
ら

坂
彰
氏
に
よ
る
、

幕
末
・
高
杉
晋
作
に
焦
点
を
あ
て

た
講
演
会
で
す
。

■
と
き　

12
月
15
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
博
物
館

■
講
師　

江
坂
彰
（
評
論
家
）

　
「
冬
の
火
花
」
で
作
家
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
。
昭
和
末
期
か
ら
平
成

に
か
け
、
激
変
に
さ
ら
さ
れ
た
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
た
ち
の
人
生
を
見
つ

め
た
著
作
を
発
表
し
続
け
る
。
著

書
に
「
戦
略
的
経
営
の
時
代
」「
人

材
格
差
の
時
代
」「
こ
ん
な
に
チ
ャ

ン
ス
が
あ
る
日
本
」
な
ど

■
定
員　

１
０
０
人
（
先
着
順
）

■
主
催　
（
財
）
上
う
え
ひ
ろ廣

倫
理
財
団

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
ま
ぁ
ー
る
バ
ス
な
ど
の
公
共

交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

企
画
課　
　
（
２
５
・
３
１
１
７
）

歴
史
・
文
化
フ
ォ
ー
ラ
ム

主
催
・
問
い
合
わ
せ

ス
タ
ジ
オ
・
レ
イ

（
０
８
３
・
９
２
３
・
１
８
１
６
）

市
美
展 

入
賞
お
め
で
と
う

　

前
号
11
月
１
日
号
で
萩
市
美
術

展
の
入
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
奨
励
賞
の
受
賞
者
を
追
加

し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

【
高
校
生
・
一
般
の
部
】

◦
山
㟢
良
子（
明
木
）
平
面
「
樹き

」

◦
野
坂
和か
ず
さ左
（
山
田
）

立
体
「
黒こ
く
さ
い
せ
ん
も
ん
ば
ち

彩
線
文
鉢
」

◦
久
光
瑠る

み

こ
美
子
（
福
井
下
）

書
「
岑し
ん
し
ん
の
し

參
之
詩
」

◦
山
田
弥
一
（
山
田
）

写
真
「
朝あ
さ
ひ陽

の
幻
想
」

【
小
・
中
学
生
の
部
】

◦
田
ノ
上
和か
ず
き紀

（
明
木
中
３
年
）

絵
画
「
み
つ
め
る
」

ツイン・シネマ ツイン・シネマ 
※火曜日休館 ☎２６・６７０５
●西遊記
●釣りバカ日誌18
　（観覧料1,000円均一）
●ＨＥＲＯ
●象の背中

〜11/23
〜11/25

11/17〜
上映予定

上映案内上映案内

■24時間上映案内 ☎２６・６７０６

第

４
回
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田万川 地域

◆ふたば園（２２･２８７７）
毎週火曜日●おもちゃ図書館地域開館日 10：00〜15：00

20（火）絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11：00〜11：30

27（火）親子遊び「ぽっぽの会」 13：30〜14：00

◆萩幼稚園（２２・０７７５）

20（火）未就園児への園舎開放日
「自由遊び、親子製作、紙芝居、お片付け」 9：30〜11：30

◆萩光塩学院幼稚園（２２・２０１９）

21（水）
未就園児への園舎開放日

「リズム体操、手遊び、紙芝居、自由遊び」
※2歳〜未就園児対象

10：00〜11：30

※２歳未満児対象

毎週火・金曜　●おはなしの森　11：00〜11：30 子ども図書館

17（土） むかしむかしの会 14：30〜 子ども図書館

18（日） 読書週間特別行事
　○リサイクル雑誌 9：00〜 旭マルチメデ

ィアセンター

20（火） あんずの会（読書会） 14：30〜 萩図書館

21（水） リサイクル新聞の日 9：30〜 萩図書館

24（土） わくわくの会 14：30〜 子ども図書館

25（日） リサイクル雑誌の日（古本含）9：30〜 萩図書館

28（水） おはなしのろうそく 14：00〜 須佐図書館

29（木） 茶話会（読書会） 14：30〜 須佐図書館

【休館日】各図書館：19（月）、21（水）、23（金・祝）、26（月）
　　　　明木図書館：25（日）

■問い合わせ 健康増進課☎ 26-0500
　　　　　　 各総合事務所健康福祉課

川上 地域
10：00〜川上保セ●とことこクラブ毎週㊍

福栄 地域
13：00〜福栄保セ
10：00〜福栄保セ

●乳幼児健診
●のびのび会

20 ㊋
22 ㊍

むつみ 地域
9：30〜むつみコミュニティーセ

9：30〜むつみコミュニティーセ
10：40〜むつみ中学校

　男性の料理教室　
　ヘルシー☆クッキング教室
　生活習慣病予防教室

17 ㊏
27 ㊋
28 ㊌

9：00〜田万川保セ
9：30〜小川コミュニティセ

13：30〜田万川保セ
13:30〜20区公会堂

　健康ちょきん教室
　小川地区高齢者学級　
　ヘルスアップ教室
　20 区健康相談

19 ㊊
20 ㊋
21 ㊌
22 ㊍

健康福祉センター☎25・2663

28㊌●心の健康相談 13：00〜

須佐 地域
9：30〜やまびこ

13：30〜須佐保セ
9：30〜やまびこ
9：30〜須佐保セ
9：30〜須佐保セ

13：30〜須佐保セ
9：30〜須佐保セ
9：30〜須佐保セ
9：30〜やまびこ

　弥富元気もりもり体操
　活き活きリハ会
　弥富はつらつ楽食会
　糖尿病予防教室
　須佐元気もりもり体操
　活き活きリハ会
　須佐はつらつ楽食会
●母親学級
　弥富元気もりもり体操

16 ㊎
19 ㊊
20 ㊋
21 ㊌
22 ㊍
26 ㊊
28 ㊌
29 ㊍
30 ㊎

18（日）　萩市オープンバトミントン選手権大会 
9：00〜市民体育館

　会長杯兼秋季ソフトボール大会
9：00〜萩スポーツ広場

23（金）　市長杯争奪バレーボール大会（中学校）
9：00〜市民体育館

　福栄地域ソフトバレーボール交流大会
 9：00〜福栄体育館

●むつみ縦走駅伝大会
9：30〜むつみ地域内

25（日）●萩市民秋季バレーボール大会
9：00〜市民体育館ほか

　スポーツ少年団山陰大会（サッカー、バレー）
9:00〜田万川体育館ほか

※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事萩 地域
9：30〜萩保セ

9：30〜堀内公会堂
10：00〜長山公会堂

10：00〜萩保セ
13：00〜萩保セ
9：30〜萩保セ

10：00〜県漁協大井湊支店
9：30〜萩保セ

13：00〜萩保セ
13：30〜江向1区公会堂

13：30〜へいわ橋ふれあいセ
10：00〜萩保セ
13：00〜萩保セ

13：30〜県漁協三見支店

●マタニティクッキング
　堀内地区健康教室
　長山地区健康相談
● 1 歳の児集まれ教室
● 3 歳児健康診査
● 4 か月児健康相談
　女性のがん予防講座
　ヘルシークラブ
　糖尿病予防教室
　江向地区健康教室
　鶴江・香川津健康教室
●ツインズサークル
● 10 か月児健康相談
　三見地区健康講演会

19 ㊊

20 ㊋
21 ㊌
　　

22 ㊍
25 ㊐
26 ㊊
　　

27 ㊋
28 ㊌
29 ㊍
　　

30 ㊎
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情報カレンダー

※小児科は上記以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　歯科は萩地区消防本部（☎25・2772）で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

18日（日）
23日（金）
25日（日）

［外科］08388・2・2838
［内科］52・0027
［内科］08388・5・0863

齋藤（阿武町）
福川（福井下）
福賀（阿武町）

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

●萩市主催・共催の行事

11月
16→30日 日

５４

日月火水木金土
１２ ３

６７ ８９ 10
11 12 13 14 15 16 17

23 24
2526
18 19 20

27 28
21 22

3029
夜間・休日当番医

●行政相談 （9：00〜／須佐総合事務所）外科 花宮（平安古町）25・8738
●人権相談 （10：00〜／弥富公民館）内科 花宮（平安古町）25・8738
○萩ブロック交通事故等相談所の出張相談 （10：00〜／須佐総合事務所）
●山口福祉文化大学公開講座（24日） （13：30〜／山口福祉文化大学）外科 都志見（江向）22・2811

内科 山本（前小畑）26・0077
●大井ふるさとまつり （9：00〜／大井小学校・大井公民館）外科 しげおか（今古萩町）25・9170
●三見公民館まつり （9：00〜／三見公民館）内科 中嶋（今古萩町）22・2206
●萩往還ささなみおいでん祭 （9：00〜／旭活性化センター）産婦人科なかむら（熊谷町）22・1557
●明木地区農業文化祭 （9：00〜／旭マルチメディアセンター）歯科 沢村（江向）22・1223
○萩養まつり （9：30〜／萩養護学校）
●萩ものしり検定 （10：00〜／山口福祉文化大学）
●萩中央高齢者教室作品展 〜21日 （9：00〜※初日のみ12：00〜／市民館）外科 玉木（瓦町）22・0030
●人権の心をはぐくむ市民の集い （14：00〜／市役所）内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020
●萩・タウンミーティング〜市長との対話の集会〜
　（むつみ地域） （19：00〜／むつみ農村環境改善センター）
●配偶者暴力（ＤＶ）防止地域フォーラム （13：00〜／サンライフ萩）外科 萩市民（椿）25・1200
○心配ごと相談 （13：30〜／総合福祉センター）内科 市原（塩屋町）22・0184
●福栄地域戦没者追悼式 （10：00〜／福栄農業担い手育成センター）外科 めづき（土原）22・2248

内科 めづき（土原）22・2248

●行政相談 （10：00〜／川上公民館）外科 兼田（吉田町）22・1113
内科 藤原（土原）22・0781

○萩光塩学院バザー （9：00〜／萩光塩学院）外科 田町（東田町）24・1234
○川上直売所感謝祭 （9：00〜／萩阿武川温泉公園周辺）内科 玉木（瓦町）22・0030
○道の駅収穫感謝祭 　（9：00〜／道の駅・ゆとりパークたまがわ）小児科 いわたに（椿東）24・2100
●萩市中央公民館合同作品発表会 〜25日 （9：00〜／市民館）産婦人科 都志見（江向）22・2811

歯科 井上（東田町）25・1687
○きれいなまち・萩推進市民会議美化活動 （9：00〜／明木 ひばり峠駐車場）外科 メディカルポート萩（堀内）24・0082
○萩市社会福祉大会 （13：00〜／市民館）内科 柳井（橋本町）22・0748
○阿武川流域森林だくさんまつり （10：00〜／森の館萩・阿武萩森林組合）外科 都志見（江向）22・2811
●萩市中央公民館舞台発表会 （10：30〜／市民館）内科 萩慈生（玉江）25・6622
●城下町萩・筋名シンポジウム （13：30〜／萩博物館）産婦人科なかむら（熊谷町）22・1557

歯科 登城（椿東）26・2525
外科 しげおか（今古萩町）25・9170
内科 波多野（堀内）25・2788

●無料法律相談 （10：00〜／市役所）外科 玉木（瓦町）22・0030
○心配ごと相談 （13：30〜／総合福祉センター）内科 山本（前小畑）26・0077
○出張年金相談所の開設 （10：00〜／田万川総合事務所）外科 萩市民（椿）25・1200

内科 萩市民（椿）25・1200
●人権・行政出張相談 （10：00〜／大井公民館）外科 平岡（新川東）25・7100
●12月萩市議会　〜12月13日 （14：00〜／萩市議会議場）内科 中坪（今魚店町）22・5430

外科 池本（玉江浦）25・7575
内科 しげおか（今古萩町）25・9170

20火

21水

22木

24土

25日

19 月

18 日

17 土

29木

28水

27火

26月

16 金

23 金

30金
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慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日
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本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※10月16日〜10月31日受付分

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

　ワカナ、ヤズ、いずれもブリの若魚。ご存知
のとおりブリは成長するにつれて呼び名の変わ
る出世魚。
　関西では一般に、幼魚を「もじゃこ」→ 30㎝
クラスの若魚を「つばす」→ 50㎝クラスを「はま
ち」→ 70㎝級を「めじろ」→それ以上が「ぶり」。
庶民に親しまれている魚種のため、地方によっ
て呼び名にバリエーションがあり、当地萩では、

「もじゃこ→わかな→やず→めじ→ぶり」。
　ブリ級になると価格も張りますが、ワカナ・
ヤズは一度にたくさん水揚げされるため、価格
はとっても安くお買い得。いわゆる「ハマチ」は、
このヤズ級の養殖物。ブリに比べると脂の乗り
は少ないものの、ヤズ級になるとそこそこ脂も
乗っており、新鮮なお刺身は美味。あまり脂っ
こい刺身よりあっさりしたお刺身がお好みの方
には、このクラスがお薦め。

■人の動き（平成19年10月末日）
　人口／57,677人（前月比－27）
　男／26,534人（前月比ー24）　
　女／31,143人（前月比－3）　

世帯数／24,581世帯（前月比ー7）
出生／31人　死亡／74人（10月分）

わかな・やず

　11月４日、紅葉した大自然を舞台に開催さ
れました。コースは、明木小学校をスタート、
萩往還、男

おんだけ

岳、東鳳
ほうべん

翩山などの山々を越え、
体力と精神力の限界に挑む 37㎞の鉄人コー
ス。明木の青年有志の皆さんが中心となって
大会を運営し、参加者は 37 人で、市外から
34 人、うち18 人は県外から。
　大自然にチャレンジした鉄人たちは、沿道
の声援に元気づけられながら、佐々並小学校
のゴールをめざしました。優勝は山口市からの
参加者で、タイムは３時間 31分 39 秒でした。

体力と精神力の限界に挑戦
《萩往還鉄人マラソン 2007》
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